
首

掴肪

嚴

三

昧

の

研

究

↓(

早

苗

亮

雄

国

首
樗
嚴
三
昧
は
大
品
般
若
経
、
超
日
明
三
昧
経
、
大
乗
浬
繋
経
、
智
度
論
な
ど
の
諸
経
論

に
見
ゆ
る
有
力
な

る
大

乗

三
昧

に
し
て
、
古
來
修
灘
者
に
最
も
獣
迎

さ
れ
ゐ
且
曾
重
せ
ら
れ
し
三
昧
王
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
三
昧

の
詳
細

は
首
樗
嚴
三
昧
経
二
憲
、
並

び
に
超
日
明
三
昧
経
巻
第

一
に
説
か
れ
て
ゐ
る
。

首
樗
嚴
三
昧
経
は
、
軍

に
首
樗
嚴
経

こ
か
勇
伏
定
経

ご
呼
ば
れ
、
其
の
漢
課
は
漢
代

の
支
婁
迦
識

の
課
出
を
最
初

に
八
鐸
九
本
存
し
セ

の
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
只
羅
什
鐸
の
首
樗
嚴
三
昧
経

二
窓
(
西
紀
四
〇

こ
年
謬
)
ご
、

轍
煙
登
堀
の

一
憲
本

(北
李
京
師
圖
書
館

所
藏

に
し
て
私
の
来
見

の
書
で
あ
り
、
謬
者
も
亦
不
明
な
り
)
の
み

で

あ

る
。
叉
此

の
経

の
註
解

は
漢
魏
六
朝
時
代
に
支
造
林
、
畠
遽
、
弘
充
法
師
等

に
擦

つ
て
盛

ん
に
行
は
れ
、
歎
種
の
註

繹
書
が
存

し
セ
の
で
あ

る
が
、
今
は
散
侠
し
て

一
本
も
現
存
し
て
ゐ
な

い
。

北

の
大
逓
藤
師

(紳
秀
大
師
)
以
來
祀
師
灘

の
所
依
の
経
典

ざ
な
り
し
大
佛
頂
首
榜
嚴
経
十
霧

(
詳
ら
か
に
は
大
佛

頂
如
來
密
因
修
謹
了
義
諸
菩
薩
萬
行
首
携
嚴
経
ご
云
ひ
、
唐
の
申
宗
皇
帝
の
紳
龍
元
年

(劫
七
〇
二
)
に
般
刺
密
帝

の
謬

凸日
甥
嚴

三
昧

の
研
究

(
一
)

(
一
)
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首
枷彷
嚴
三
昧
の
研
究
(
一
)

(
二
)

,

出

せ
る
も
の
で
あ
る
)
は
、
實

に
此
の
首
樗
嚴
三
昧
を
所
依

の
三
摩

地
こ
す

る
維
典
に
し
て
、
其

の
思
想
は
多

か
れ

少
な
か
れ
、
首
携
嚴
三
昧
境

に
基
き
、
首
楊
嚴
三
昧
(
如
來
藏
)
の
開
顯
を
敷

へ
、
且

つ
稽
墨
す

る
も
の
で
あ
る
。
從

っ
て
此

の
経
が
往
昔
よ
り
灘
宗

の
所
依
の
経
典

巴
さ
れ

て
ゐ
る
限
り
、
首
樗
嚴
三
昧

の
何
た
る
か
を
知

る
は
吾

々
に

取
つ
て
全
き
無
意
昧
な

こ
ビ
で
な
く
、
む
し
ろ
此

の
三
昧
の
研
究

に
依

つ
て
後
世
の
租
師
輝
的
思
想
が
、

か
、
る
種

の
三
昧
思
想
に
基

い
て
襲
展
し
π
も

の
で
は
な

か
ら
う
か
ご
の
示
唆
を
得

る
の
で
あ
る
。

け
だ
し
首
樗
嚴
三
昧

の
詳
細
を
統

一
的
に
閏
明
せ

る
経

は
首
樗
嚴
三
昧
経

で
あ
る
か
ら
、
以
下
羅
什
繹
首
樗
嚴
三

昧
経
を
中
心
ざ
し
て
此

の
三
昧

に
就

い
て
私
の
知

る
所
を
順
次
叙
述
し
て
み
よ
う
ε
思

ふ
の
で
あ
る
。

首
樗
嚴

三
昧
経
と
大
佛

頂
首
樗
嚴
輕
と
は
、

倶
に
支

那
に
於

て
首
穆
嚴
輕

と
呼
ば
れ

て
ゐ
る
大
乗
輕
典
な
る
も
、
其

の
内
容
を
甚
だ
し
く
異

に
す
る

も

の
に
し
て
、
其

の
厨

す
る
数
系
も
、
前
者
は
般

若
系
、
後
者
は
密
敏
系

で
あ
.る
。
叉
前
者
は
六
朝
時
代

に
行

は
れ
、
後
者

は
唐
代
以
後

の
佛
敷

に

行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
首
楊
嚴
経

の
名

を
以
て
大
佛
頂
首
甥
嚴
輕
を
指
示
す
る
揚

合
は
、
印
度
撰
述

の
紹
論

に
は
見
當
ら
な

い
。

そ
れ
故

に
、
大
佛
頂
首
携
嚴
維
を
首
榜
嚴
経

の
名

に
て
呼
ぶ

の
否
を
唱

へ
て
ゐ
る
學
者
も
、
明

の
智
旭

を
初

め
、
稀
で
は
な
小
。

け
だ
し
首
樗
嚴
輕

と
呼
ば

る

、
輕
典
は
印
度
、
支

那
を
通

じ
て
首
樹
嚴
三
昧
輕

の
み
で
あ
る
。

而
し
て
此

の
研
究

に
當

つ
て
使

用
せ
る
羅

什
課
首
穆
嚴

三
昧
脛

は
、
大
正
藏
輕

　り

第

十
五
巻
、
輕
集
部

二
、
四
(
六
二
九
-

六
四
五
頁
)
に
牧
録
さ
れ
て
ゐ
る
も

の
に
採

る
。
從

つ
て
引
用
丈

の
頁
は
此
経

の
頁
歎
で
あ
る
。

(

二

首
樗
嚴
三
昧
は
、
名

に
呼
ば
れ
て
ゐ
る
如
く
三
昧

の

一
種
で
あ
る
。
從

つ
て
、
首
携
嚴
三
昧

の
研
究

に
さ
き
だ
つ
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て
な

さ
れ
な

け
れ

ば
な

ら

漁
の
は
三
昧

の
意
義

、

並
び

に
其

の
歴
吏

的
考

察

で
あ

る
。

三

昧

(紹
ヨ
餅
創
ぼ
)
は
言

ふ
迄
も
な

く
、

三
學

の

肉
な

る
定

に
属

す

る
も

の

に
し

て
、

普
通

一
般

に
心

一
境
相

(鼻
7

9。。・確

簿
p
σq
σq
暮
鋤
)
ざ
註

繹

さ
れ

て
ゐ

る
も

の
に
し

て
智

度

論
憲

第
七

に
は
、

「
何
等
爲

精三

昧

鱒。

善

心

一
庭

佳

不
.動
。

是
名

唱三
昧
u。
」
(『大
正
藏
経
』第
二
+
五
巻

一
一
〇
頁
中
段
)

ε
云

ひ
、

中

阿
含

経

法
樂
比

丘
尼

経

に
は
、

「
若

善

心
得
'
一
者
是

謂
ひ定

。
」
(『大
正
藏
経
』第

一
巻
七
八
入
頁
下
段
)
ご
云

つ
て
ゐ

る
か
ら
し

て
、

三
昧

は

心
寂

静

に
し

て

一
黙

に
集

中

す

る

こ
ご

を
意

味

す

る
も

の
で
あ

る
。

此
の
三
昧
は
鐸
尊
の
敷
理
中
初
薯
法
輪

に
於
け
る
八
聖
道

の
最
後
の
第
八

に
上
げ
ら
れ

て
ゐ
る
徳

目
で
あ
る
が
、

緯
奪
の
敷
理
中
最
も
重
要
な
地
位
を
し
む

る
も
の
な

る
こ
ご
は
、
中
阿
含

経
『
聖
道
経
」
な
ど
が
此
の
三
昧
を
基
本

だ

な
し
、
他

の
七
支
正
道
を
正
三
昧

の
助
縁

こ
し
て
ゐ
る
こ
ご
に
徴
し
て
明
瞭
で
あ
る
(註
一)
。
八
聖
溢

に
於
け

る

「
正

定
」

(ω9
ヨ
ヨ
鋤
ω9
ヨ
91創
ぼ
)
は
普
通
正
定
ε
漢
謬
　さ
れ
て
ゐ
る
が
、
正
三
昧
ご
課

さ
れ
て
ゐ
る
場
合
が
か
な
・9
に
あ
る

(註
二
)
。
而
し
て
其

の
内
容
は
四
繹
四
無
色
定
、
帥
ち
入
等
至
で
あ
る
ご
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
此

の
四
繹
四
無
色
定
は
決

し
て
繹
奪
の
濁
創
で
は
な
く
、
既
に
當
時

一
般

の
外
道
説

で
あ
つ
π
も

の
を
繹
奪
が
探
用
し
π
の
で
あ
る
。
然

れ
ど

も
、
其

の
意
味
は
外
造

に
於
け
る
ご
甚
だ
異

つ
て
ゐ
髭
の
で
、
外
道

に
於
け

る
四
灘
四
無
色
定
は
そ
れ
ぞ
れ
濁
立
し

花
目
的
を
も
ち
、
初
灘
天
乃
至
非
想
非
非
想
庭
天
に
生
天
す

る
こ
ご
で
あ
り
、
四
繹
四
無
色
定
其
自
髄
が
目
的

こ
な

凸自
樹
皿厭
三

映
　
の
研

究

(
一
)

(
三
)
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首
裾
嚴
三
昧
の
研
究
(
一
)

(四
)

つ
て
ゐ
把
の
で
あ
る
が
、
騨
奪

に
あ
つ
て
は
、
漸

次
前
の
得
果
を
捨
離

し
つ
、
進
む

の
で
あ
る
か
ら
、
四
暉
四
無
色

定
其
自
髄
は
決
し
て
目
的
で
は
な
く
、
解
脱
の
手
段
π

る
に
過
ぎ
な
か

つ
π
(識
三
。
斯

く
羅
奪
に
於
け
る
修
定
の
意

味

は
外
道

の
そ
れ
ご
全
く
異

つ
て
ゐ
槌
の
で
あ
る
か
ら
、
正
定
の
内
容
を
四
藤

四
無
色
定
を
以
て
す

る
よ
り
、
直
接

心

一
境
相
を
意
味
す
る
三
昧
を
以

て
す

る
方
が
繹
奪

の
修
定
の
精
棘
を
よ
り
よ
く
表
は
し
て
ゐ
る
ご
思
は
れ
る
が
、

ε

も
か
く
騨
奪

は
斯
く
の
如
き
新
ら
し
き
意
味
を
以
て
外
道

の
修
定
法
を
探
用
し
て
、

一
暦
高
爾
な

一
暦
勇
猛
な
精
進

に
依

っ
て
最
初

に
解

脱
し
π
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
其

の
方
法
は
既

に
外
道

の
そ
れ
ε
全
く
異

ら
な

か
つ
槌
か
ら
、

佛
陀
が
佛
弟
子

に
敷

へ
ら
れ
π
方
法
も
亦
此

の
方
法
で
あ
つ
仁
ビ
思
は
れ
る
が
、
佛
陀
は
決
し
て
佛
弟
子
を
解
脱
さ

せ
て
や
り
は
し
な
か

つ
泥
。
佛
陀
は
只
佛
陀
が
自
分

で
解
脱
し
牝
ご
同
じ
く
、
佛
弟
子
も
自
舜
で
解
脱
す

る
や
う
に

敷

へ
て
や

つ
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
佛
弟
子
も
亦
佛
陀

の
敷

に
從

つ
て
、
佛
陀
ご
同

じ
方
法
を
辿

つ
て
解
脱
を
求
め
花

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
鐸
曾
御
在
世
當
時
に
於
け

る
修
定
法
は
、
此
の
四
灘

四
無
色
定

よ
り
以
上

に
出
な

い
ε
思
は
れ

る
。
所

が
経
に
は
四
灘
八
定

の
上

に
更
に
滅
鑑
定
を
加

へ
て
九
次
第
定

ご
し

て
説
か
れ
て
ゐ
る
揚
合
が
か
な
り
に
あ

る
が
、
経

に
擦
れ
ば
滅
鑑
定
は
滅
受
想
定

ご
も
云
は
れ
、
吾
人

の
受

ざ
想
知
を
滅
し
紀

る
位

で
あ
る
か
ら
(註
四
)、
要

は
四
灘

入
定
を
更
に
徹
底

さ
せ
て
佛
敷
の
修
定
の
外
道

ご
異

る
所
を
明
瞭

に
し
セ
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
等
九

次
第
定
は
、
八
聖
道
の
正
三
昧

に
依

つ
て
代
表
せ
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
ピ
思
は
れ

る
。
然
れ
ど
も
原
始
佛
敷

は
後

世
の
大
小
乗

ご
異
り
、
甚
だ
實
践
的
で
あ
つ
π
か
ら
九
次
第
定
中

に
於

て
も
實
鎮
的
儂
値

の
高

い
四
灘
を
四
無
色
定
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よ
り
も
奪
重
し
、
且
四
藤
中

に
於
て
も
第

四
藤
を
最
も
理
想
的
な
慮
定

ご
し
て
ゐ
る
。
從

つ
て
佛
陀
が
無
蘇
浬
繋
に

入
ら
れ
π
の
も
、
須
践
陀
、
含
利
弗
等

の
十
大
弟
子
が
入
滅
し
紀
の
も
第
四
灘

に
於

て
い
あ

つ
陀
ざ
考

へ
陀
程

で
あ

る
(註
五
)。
繹
奪

に
於
け
る
理
想
は
極
端
な
る
苦
行
主
義

ご
快
樂
圭
義

ご
を
捨

て
、
中
蓮
を
進
み
、
解
脱
す

る
こ
ざ
で

あ
つ
π
。
從

つ
て
定

に
偏
せ
す
、
慧

に
偏

せ
す
、
定
慧
等
し
く
修
す

る
こ
ご
が
屈
覧

の
理
想
で
あ
る
べ
き
筈

で
あ
る

か
ら
、
定
の
み
勝
れ
紀

る
四
無
色
定
叉
は
智
定
共
に
劣
れ

る
欲
界
未
到
地
灘
乃
至
色
界
の
第
三
輝
迄
は
佛
陀

の
排
斥

さ
れ
て
ゐ
る
所

で
あ
る
(註
六
)
。
四
藤
四
無
色
定
を
同
系
列
中
に
説

く
場
合
は
経
典

に
数

々
あ
る
が
、
元
來
四
灘

ご
四

無
色
定
は
別
な
髄
系
に
属
し
、
外
道

に
於

て
も
既

に
分
π
れ

て
ゐ
陀
の
で
あ

る
か
ら
、
佛
陀
は
多
く
の
場
合
四
麗

ご

四
無
色
定

ご
を
別

々
に
説

い
て
ゐ

る
。
從

つ
て
か
、
る
四
灘

ご
四
無
色
定
を
同

一
系
列
中

に
見
る
場
合
は
既

に
繹
奪

の
修
定
の
精
神
を
見
誤
り
は
し
な

い
だ
ら
う
か
。
確
か
な
根
擦

は
見
當
ら
な

い
が
、

四
藤

四
無
色
定
を
八
等
至
ざ
し

て
説
く
や
う
に
な
つ
π
の
は
比
較
的
後
の
こ
ご
で
は
な
か
ら
う
か
。
然
れ
ど
も
か
、
る
場
合

に
は
、
此

の
場
合

に
限

つ
て
説
か
れ
る
修
定
の
順
逆
両
観
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ご
思

ふ
が
、
・今
之
に
就

い
て
論
す

る
場
合

で

な

い

か

ら
、
唯
此
虜
で
は
第
四
暉
が
原
始
佛
敷

に
於

て
究
覧

の
理
想
で
あ
つ
把
ご
思
は
れ

る
こ
ε
を
述

べ
る
に
止

め
る
。

然
ら
ば
四
繹

ご
は
如
何
な
る
内
容
の
も
の
か
。
長
阿
含
経
憲
第
八

『
衆
集
経
』
に
擦
れ
ば
、
四
輝

の
内
容
は
、
「
諸

欲
を
離
れ
、
不
善
法
を
離
れ
、
有
畳
有
観

に
し
て
、
離

よ
り
生
す
る
喜

ご
樂

ざ
を
具
す
る
静
慮
を
初
繹

ご
云
ひ
、
第

二
藤

ご
は
、
畳
観
を
滅
し
だ
る
が
爲

に
、
内
心
静
安

ε
な
り
、
心

一
相

こ
な
り
、
無
畳
無
観
に
し
て
、
定
よ
り
生
せ

首
煙
切嚴
三
昧
の
研
究
(
})

(五
)
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首
甥
…嚴
三
昧
の
研
究
(
一
)

(六
)

る
喜

ご
樂
ご
を
具
す

る
静
慮
を
云
ひ
、
第
三
藤
は
、
喜
を
脱
し

て
捨

ご
な
り
て
佳

し
、
正
念
正
智
に
し
て
身

に
よ
り

て
樂
を
戚
受
し
、

諸
聖
の
求
む

る
所
の
憶
念
捨
樂
な
る
静
慮
を
云
ひ
、

第
四
暉
は
、

樂
を
捨
離
し
、

叉
苦
を
捨
離

し
、
而
も
前
に
有
せ
し
悦

ご
悩

蓬
を
滅
し
陀

る
が
爲
め
に
、
不
苦
不
樂

に
し
て
捨
念
清
浮
ご
な
れ

る
静
慮
を
云
ふ
の

で
あ
る
。
」

が
普
逓

に
四
藤

の
特
質

を
順
次

に
離
生
喜
樂
、
定
生
喜
樂
、
捨
念
樂
佳
(
又
は
離
生
妙
樂
)、
捨
念
清
浮

ざ
な
し
て
ゐ
る
。
以
上

の
簡
軍
な

る
説
明
に
依

つ
て
既

に
明
瞭
な

る
如
く
、
第
四
灘
は
前
三
灘
を
経

π
る
後

に
達
す

る
静
慮
で
あ
る
か
ら
、
第
四
繹

に
は
前
三
麗
を
具
足
す

る
の
で
あ
る
。
因

て
私
は
此
虜
で
は
第
四
輝
を
の
み
考

へ
て

ゆ
か
う
ε
す
る
の
で
あ
る
。
第

四
繹

の
意
義

は
前
述

の
如
く
で
あ
る
が
論
部

に
於

て
も
ほ

い
之

ご
同

一
義

に
取

つ
て

ゐ
る
。
讐

へ
ば
阿
毘
達
磨
法
薄
足
論
憲
第
七
静
慮
品
第
十

圃
之
蘇

は
、

第
四
者
。
謂
温此
静
慮
一。
順
次
数
中
。
居
第

四
一故
。
復
次
此
於
・噸九
種
次
第
定
中
一。
在
第

四
一故
。
静
慮
者
。
謂
紫在
晶

此
定
中
一。
不
苦
不
樂
。
受
捨
念
。
心

一
境
性
上。
総
此
四
支
、
名
・第

四
静
慮
一。
如
昌有
ツ頚
曇
P
。
樂
苦
等
已
滅
。
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堅
佳
不
.動
。
得
昌清
浮
天
眼
一。
能
廣
見
衆

色
一。
不
苦
不
樂
受
。
清
捨
念
及
定
。
名

第

四
静
慮
一。
諸
佛
所
昌構
畢
一。

(『大
正
藏
経
』第
二
十
六
巻
四
八
三
頁
)

ご
云

つ
て
ゐ
る
。
之

に
依
れ
ば
、
第
四
暉
は
捨
念
清
浮
を
特
質

こ
す

る
が
、
岡
時

に
心

一
境
怪
な

る
三
昧
境
に
於
け

る
も
の
な

る
こ
ご
が
知
ら
れ

る
。
故

に
三
昧

ざ
の
關
係

に
就

い
て
考
察
の
歩
を
進
む
る
な
ら
ば
、
雑
阿
含
経
霧
第

二

十
九

ノ
入
〇
六
の
経
は
三
昧

の
意
義
を
説
明
し
て
、
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佛
告
昌諸
比
兵

。
若
比
丘
依
訓止
聚
落
噛。
農
朝
著
レ衣
持
'鉢
。
入
'村
乞
食
巳
。
還
精

含
垂

表

鉢
麟洗
り足

已
。

入
昌林

中
目若
閑
房
露
坐
。
思
惟
繋
念
乃
至
鴨息

滅
一。
観
察
善
學
。
是
名
唱三
昧
曽。

(『大
正
藏
経
』第
二
巻
二
〇
六
頁
)

ご
云

つ
て
ゐ
る
が
、
此

の
「
思
惟
繋
念
乃
至
踏息
滅
脚。
」
ご
云
ふ
の
は
、
中
阿
含
経
憲
第
二
十

一
ノ
『
無
剰
経
』
及

び
長
阿

含
維
霧
第
九

ノ
『
増

一
経
」
等

が
第
四
暉

に
入
れ
ば
出
息
入
息

の
刺
が
滅
す

る
ご
云

へ
る
ご
何
等
異
る
も
の
で
は
な

い

か
ら
ゐ
三
昧

ε
第
四
繹

ご
は
其

の
内
容
を
異

に
す
る
も

の
で
は
な
く
、
経
典

は
既
に
三
昧

ざ
静
慮

ε
を
混
同

し
て
用

ひ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
(註
七
)
。
斯

く
し
て
、
三
昧
は
第

四
灘

ご
異

る
も
の
で
は
な
く
、
鐸
曾

が
此

の
第
四
灘
を
理
想

ざ

ぱ

せ
る
こ
ご
は
疑
ひ
な

い
ご
思

ふ
か
ら
、
入
聖
道

の
正
三
昧
の
内
容
を
、
入
等
至
こ
す

る
よ
り
、
三
昧

ざ
同

一
義
な

る

第
四
暉

こ
す
る
方

が
適
當

で
あ
る
。
事
實
阿
含

の
経
典

に
正
三
昧
の
内
容
を
入
等
至

こ
す

る
経
典
は
見

當

ら

な

い

で
、
か

へ
つ
て
中
阿
含
経
『
聖
滋
経
』
な
ど
は
、
「
云
何
正
定
。
比
丘
者
離
.欲
離
嵩悪
不
善

法
一。

至
レ得
昌第

四

灘

成

就

遊
一。
是
謂
鵡正
定
軸。
」
(『大
正
藏
輕
』第
一
巻
七
三
六
頁
)
ε
云

つ
て
、
明
ら
か
に
第
四
繹
を
も

つ
て
正
定
を
注
繹
し
て
ゐ
る
。

然

れ
ど
も
、
第
四
繹
は
必
す
前
三
藤

を
経

だ
る
后

に
達
す
る
静
慮
で
あ
る
か
ら
、
正
定
の
内
容
を
四
灘

こ
す

る
こ
ご

に
異
議
は
な

い
ご
思
ふ
。
斯
く
し
て
、
三
昧

は
八
聖
道

の
正
定
で
あ
り
、
四
輝

を
内
容

ご
す

る
も
の
で
あ
る
ご
思
は

れ

る
。

私
は
更
に
進
ん
で
當
時

の
三
昧

の
種
類
、
即
ち
室
三
昧
(
ω
=
凱
P
餅叶飢
ω鱒
ヨ
91
飢
ず
幽)
、
無
想
三
昧
(》
昌
試
偉
p
ωp
巨
飢
自
霞
)
、

無
願
三
昧

(》
懇
p
唱
景
3

沼
ヨ
翌
臣
)
、
の
三
三
昧
等

に
就

い
て
簡
軍

に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
塞
三
昧
等
の

首
柵彷
嚴

三
昧

の
研
究

(
一
)

(
七
)
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普
【房
嚴

三
昧

の
研
究

(
一
)

(八
)

三
三
昧

に
於

て
は
、
塞
三
昧
を
基
本

こ
な

し
、
無
想
、
無
願
(ヌ
は
無
作
)
の
こ
三
昧
は
必
然
的
に
塞
三
昧
に
從
属
す

る
も
の
ε
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
元
來
は
別
別
の
意
昧
を
も
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
ε
共
に
、
塞
三
昧
よ
り
も
む
し

ろ
中

阿
含
経
の
『
大
塞
経
』
『
小
塞
経
』
の
無
想
心
定

(
》
質
幽P
停件9
ω9ヨ
鋤
ユ
ザ
一)
よ
り
襲
展
せ
る
ざ
考

へ
ら
れ

る
無
想
三
昧

を
基
本

こ
せ

る
も
の
ε
思
は
れ
る
が
、

ε
ま
れ
此

の
三
三
昧
は
塞
観
を
修
習
す

る
藤
定
に
し
て
、
比
較
的
後
世

に
登

展

せ
る
思
想
で
あ
る
ε
思
は
れ

る
。
増
二

阿
含
経
憲
第
十
六

ノ
十
に
は
、
此

の
三
三
昧
を
説

い
て
次
の
如
く
云
つ
て

ゐ

る
、

彼
云
何
名
爲
蓉

三
昧
一。
所
謂
室
者
観
二

切
諸
法
悉
室
虚
一。
是
謂
呂名
爲
昌塞
三
昧
一。
彼
云
何
名
爲
轟無
想
三
昧
一。
所

謂
無
想
者
於
昌
一
切
諸
法
一。
都
無
蛤想
念
赤

不
.可
レ見
。
是
謂
9名
爲
轟無
想
三
昧
一。
彼
云
何
名
爲
昌無
願

三
昧
嚇。
所
謂

無
願
者
於
三

切
諸
法
赤

不
昂願
求
鱒。
是
謂
塾名
爲
昌無
願
三
昧
馴。
(『大
正
藏
経
』第
二
巻
六
一一δ
頁
)

然
れ
ど
も
、
此

の
三
三
昧
が
三
昧

ご
呼
ぱ

る
る
限

り
、
心

…
境
相
の
意
味
を
も
元
ね
ば
な
ら
訟
ご
思

は

れ

る

か

ら
、
此
等
三
三
昧
は
心

一
境
相

の
境
に
於

て

一
切
諸
法
皆
塞

ε
観
す
る
の
が
室
三
昧
で
あ
り
、
乃
至

一
切
願
求
せ
ざ

る
の
が
無
願
三
昧
で
あ
る
置
思
は
れ

る
。
而
し

て
此
三
三
昧
は
阿
含
経
典
中
最
も
典
型
的
な
三
昧
で
あ
り
、
大
乗
起

興
時
代
迄
、
三
昧

ご
云

へ
ば
此

の
三
三
昧
を
意
味
し
セ
程
で
あ
る
。

已
上
三
三
昧

の
外
、
阿
含
経
典

に
は
火
光
三
昧
、
水
光
三
昧
、
金
剛
三
昧
な
ど
あ
り
(註
入
)
、
四
無
量
心
な
ど
も
定

申

に
修
せ
ら
れ

る
も
の
ぎ
し

て
三
昧

ε
稽
せ
ら
れ

て
ゐ
る
が
、
詳
細
な
説
明
が
な

い
か
ら
考
慮
し
な
い
が
、
元
來
外
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道

の
三
昧

に
封
向
す
る
も
の
多

く
、
三
三
昧

ご
同

じ
意
味

で
の
三
昧

ご
稽
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
や
う
で
あ
る
。

之
を
要
す

る
に
、
三
昧

の
原
始
的
意
義
は
入
聖
這

の
正
定
に
し
て
、
第
四
暉

ご
其
の
内
容
を
同
じ
く
し
、
苦

ご
樂

こ
の
爾
端
を
離
れ
、

一
切

の
動
念
を
去
り
、
心
寂
静
に
し
て

輔
庭

に
佳
せ
し
む

る
こ
ご
で
あ
つ
セ

ど
思
は
れ
る
。
而

し
て
此

の
三
昧
を
得

る
梵
め
に
繹
奪
は
不
浮
観
、
歎

息
槻
等

の
種

舟
の
観

法
、
四
無
量
心
な
ど

の
公
案
を
課
せ
ら
れ

π

の
で
あ
る
が
、
此
の
三
昧
は
増

一
阿
含
経
懇
第
三
十
入

の
四

に
、
「
三
昧
成
就
者
。
亦
是
世
俗
常
数
。
」
(『大
正
藏
輕
』

第
二
巻
七
五
九
頁
下
段
)

ε
佛
陀

の
排
斥

せ
る
如
く
決
し
て
目
的
で
は
な
く
、
手
段
で
あ
り
、
正
し
き
智
慧
を
開
き
、
善

悪
を
見
分
け
て
善

に
就
く
ご
云
ふ
道
徳
意
志

ご
、
如
實

の
知
見
を
開

い
て
繋
縛
を
絶

つ
所

の
解

脱
を
得

る
π
め
の
も

の
で
あ
つ
π
ざ
思
は
れ

る
。
故

に
三
三
昧
で
す
ら
、
三
解
脱
門

ご
呼
ば
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
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三
昧
は
上
述

の
如
く
、
解
脱

に
至

る
手
段

に
過

ぎ
な
か
つ
π
の
で
あ
る
が
、
時
代
を
経

る
ご
共

に
多

少
三
昧
思
想

の
愛
化
を
見

る
に
至

つ
π
。

繹
奪
の
入
滅

ご
云
ふ
出
來
事
が
佛
敷
激
團
内
に
生

す
る
や
、
之
を
動
機
芒
し
て
佛
敷
激
理
の
組
織
化
を
企

て
る
に

至
つ
陀
こ
ご
は
孚
は
れ
ぬ
事
實

で
あ
る
。
帥
ち
敷
團

の
主
権
を
失

っ
た
僧
伽

(ω
誉

σQ
冨
)
は
、
迦
葉
を
坐
長

こ
す

る

第

一
結
集

こ
な
り
、
繹
奪

の
敷

法
の
事
實
を
制
定
し
て
之
を
修
道

の
基
本
ε
な
し
、
繹
倉
を
中
心
ざ
せ
し
原
始
信
團

は
勢
ひ
法

(山
冨
善

轡
)
を
中
心

ざ
す

る
信
伽

に
…愛
ら
ざ

る
を
得
な
か
つ
π
。
親
し
く
繹
曾
の
御
説
法
を
聴

き
、
鐸
奪

 首
粉
嚴

三
昧

の
研
究
(
一
)

(九
)



首
携
嚴
三
昧
の
研
究
(
一
)

(
一
〇
)

の
行
績
を
學
ん
だ
繹
尊

の
激
團
に
於
け
る
長
老

に
あ
つ
て
は
兎
も
角
、
繹
尊

の
時
代
を
遠
ざ
か
り
、
輝
奪
を
全
く
見

も
聴

き
も
し
な
い
佛
弟
子
は
勢
ひ
法
を
無

上
に
奪
重
す

る
ご
共
に
佛
陀
を
憶
念
し
、
佛
陀
を
定
中
に
観
す
る
観
佛
が

佛
弟
子

の
重
要
な

る
修
道

こ
な

つ
泥
こ
ざ
は
當
然

の
こ
ご
ご
思
ふ
。
然
れ
ど
も
此
虜
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の

は
、
佛
陀

の
意
味
し
π
法
は
無
始
よ
り
以
來

こ
の
か
だ
不
増
不
減
な

る
如
來
藏

で
あ
る
ε
共

に

周
切
諸
法
、
五
陰
等

を
も
意
味
し
、
塞
三
昧
に
於

て
諸
法
の
塞
を
観
す
る
の
は
吾
我
人
壽
命
な
き

こ
ご
を
知

り
、
衆
生
あ
る
を
見
す
、

一

切

の
行
の
根
本
を
滅
し
て
後
有
を
受

け
す
、
苦
樂
の
根
源
を
断
絶
す

る
こ
ε
で
あ

つ
弛
が
(註
九
)、
後
世
の
僧
團
の
中

心

ざ
な
つ
π
法
は
、
繹
奪

の
御
説
法

に
な
ら
れ
π
法
、
帥
ち
四
聖
諦
、
入
聖
道
等

々
で
あ
つ
泥
こ
ε
で
あ
る
。
斯
く

し
て
、
此
れ
等

の
法
が
敷
團
の
中
心

と
な

る
や
、
修
定
の
目
的
に
於

て
も
、
麗
　奪

ご
同
じ
様

に
解
脱
す

る
彪
の
の
手

段
で
あ
つ
π
も
の
が
、
法
を
目
的

こ
す

る
こ
ご
に
攣

る
に
至
つ
だ
こ
思
は
れ

る
が
、
修
定
思
想
の
愛
化
に
多

か
れ
少

な

か
れ
査
接
影
響

の
あ
つ
陀
の
は
、
繹
奪

の
浬
薬
に
關
す

る
解

繹
の
愛
化

で
あ

る
ご
思
は
れ
る
。

既

に
解
脱

さ
れ
π
繹
尊
御
自
身

に
は
有
蘇
無
鯨

二
淫
簗
の
画
別
は
な
か
つ
た
筈

で
あ
る
。
然
れ
ど
も
有
蝕
浬
薬
、

無
鯨
混
繋
は
當
時
既

に

一
般

の
外
道
説

で
あ
つ
π
か
ら
、
佛
弟
子
も
数

々
此
れ
を
問

ひ
、
繹
奪
も
探
用
し
て
之
を
説

か
れ
て
ゐ
る
が
、
繹
奪

に
於

け
る
此
の
二
淫
薬

の
匠
別
は
肉
身
の
有
無

に
依

る
も

の
で
な
く
、
得
脱
上
の
淺
深
で
あ

つ
忙
こ
ご
は
繹
尊
の
之
に
關
す

る
説
明

に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る
(註
+
)。
然

る
に
繹
奪
の
時
代
を
遠
ざ
か
り
、
繹
奪

の
正
法

に
依

つ
て
佛
弟
子

こ
な

つ
π
人

々
は
、
な
き
世
の
繹
曾
を
念

ふ
ご
共
に
、
有
鯨
無
鯨
混
繋

の
匠
別
を
肉
身
の
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有
無

ε
解

し
、
無
蝕
浬
繋
を
奪
重
し
、
修
定
に
於
て
も
有
漏
無
漏

の
囁
別
を
建

て
四
灘

よ
り
四
無
色
定
を
奪
重
す

る

や
う
に
な

つ
だ
。
讐

へ
ば
、
大
衆
部

に
於
て
は
四
灘

は
有
漏

の
定
で
あ
り
、
色
界

の
定

で
あ
う
、
有
爲
法
で
あ
る
こ

な
し
、
之
を
捨

て
、
四
無
色
定
を
所
依

の
灘
定

ざ
な
し
、
説

一
切
有
部

に
於
て
は
、
三
三
昧
を
出
世
間

の
灘
定
な
り

ε
し
て
強
調
し
て
ゐ
る
へ註
+
こ
。
然
れ
ど
も
既

に

一
言

せ
し
如
く
、
小
乗
敷
に
於
け

る
修
定

の
劉
象
は
法
ε
な
つ
て

ゐ
る
か
ら
、
通
常
三
三
昧
を
も
つ
て
四
聖
諦
に
配
合
し
て
ゐ
る
。
「
説

一
切
有
部
」
に
從

へ
ば
、

四
聖
諦
漸
現
観
依
昌塞
無
願
二
三
摩
地
一倶
容
.得
樹入
正
性
離
生
u。
思
訓惟
欲
一得
訓入
正
性
離
生
u。
(『異
部
宗
輪
論
述
認
』
、下
、

+
こ
了
)

ご
云

つ
て
ゐ
る
が
、
慈

恩
大
師
は
更

に
之
を
註
解
し
て
、

塞
無
願
入
昌正
性
離
生
一者
。
此

二
在
昌苦
諦
四
行
相
"故
得
"入
論正
性
凶。
塞
掻
昌塞
無
我
一。
無
願
撰
書

無
常
一。
故

見
行

依
レ塞
愛
行
依
昌無
願
一。

ご
云

つ
て
ゐ
る
が
、
『
婆
沙
論
」
百
四
及

び
百
九
は
大
燈
次
の
如
く
四
聖
諦

ε
三
三
昧

ご
を
配
合
し

て
ゐ
る
。
(註
+
三

塞

三

昧

非無

無

願

三

昧

無

湘

三

昧

集 苦 塞

 

層
.ー

遣

首
煙
切
嚴

三
昧

の
研
究

(
一
)

滅

ノ

四

ノ

四

ノ

四

行 行 行 常 我
il

(
=

)
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汕目
襖
W嚴

三
昧

の
研
究
(
一
)

(
一
二
)

ヌ
『
倶
舎
論
』
第
二
十
八
定
慮
品

の
偶
頚

(註
士
一一)
も
亦
殆

ん
ど

之
ビ
同

一
義

に
取

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
兎
も
角

小
乗
敷
に
於

て
は
法
が
中
心

こ
な

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
其

の
意
昧
は
實
践

を
越

へ
て
敷
相
的

に
な

つ
て
來

て
ゐ
る
。
後

世
大
乗
激
に
至

つ
て
は
更
に
十
地

に
相
鷹
し
て
三
昧
を
配
合

し
て
ゐ
る
が
、
其
の
根
源
は
小
乗
の
か
＼
る
思
想
に
あ

っ
陀
も
の
ど
思
は
れ

る
。

然
れ
ど
も
、
三
昧
其
物

の
意
義

に
何
等

の
攣
化

の
な

か
つ
た
こ
ざ
は

倶
含
論
第

二
十
入
定
慮
品

の

偶
碩

に
、
「
定

謂
昌善

一
境
一。
」
ご
云
ひ
、
ヌ

「
心

一
境
性
名
レ之
爲
聖定
。
」
ε
云

つ
て
ゐ
る
の
に
依

て
明
瞭

で
あ
る
。
斯
く
し
て
、

小
乗

敷

の
三
昧
は
三
三
昧
以
外
に
何
等
の
三
昧
も
殆
ん
ど
説

い
て
ゐ
な

い
か
ら
、
思
想
上
多

少
の
愛
遷
は
あ
つ
髭
に
し
て

も
原
始
佛
敷

の
修
定
法
を
織
承
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な

い
ご
思
は
れ
る
。

60

蜥
く
し
て
、
小
乗
教
時
代
迄
あ
ま
り
愛
化

し
な
か

つ
だ
ご
思
は
れ

る
三
昧

の
種
類
は
大
乗
激
時
代

に
至

つ
て
無
歎

に
生
す
る
に
至
つ
だ
。
私
は
今
大
乗

の
無
量

の
三
昧
が
如
何
な

る
理
宙
で
、
如
何
な
る
動
機

に
依

つ
て
生
じ
セ
か
を

知

る
こ
ご
は
出
來
な

い
し
、
経
典

も
亦
無
敷

の
三
昧
名
を
敷

ふ
る
の
み
で
何
等
具
禮
的
な
説
明
を
輿

へ
て
ゐ
な

い
。

然
れ
ど
も
、
或
は
小
乗
敷

に
於

て
三
昧
が
既
に
解
脱

の
手
段

こ
し
て
の
み
で
な
く
、
法
を
髄
認
す

る
陀
め
に
用

ひ
ら

る
、
に
至
る
ざ
共
に
、
三
昧
其
物

が
元
來
圭
観
的

に
し
て
、
鯨
人

の
窺

ふ
能

は
ざ

る
ε
こ
ろ
よ
り
、
外
滋
の
影
響
を

受
け

つ
、
漸

次
三
昧
其
物
が
目
的
こ
な
り
、
紳
秘
的
色
彩
を
帯

び
、
三
昧
の
駿
得

は
多
大
な
る
得
達
で
あ
る
ビ
考

へ



ら
れ

る
に
至
っ
π
か
ら
で
は
な
か
ら
う
か
。
理
由
の
如
何
は
兎
も
角
、
大
乗
敷
時
代

に
入

つ
て
、
三
昧
思
想

に
大
な

る
憂
遷
の
あ
つ
π
こ
ざ
に
疑
ひ
な

い
。
而
し
て
此
の
憂
遷

は
、
赤
沼
智
善
氏
が
「般
舟
三
昧
経
の
研
究
」
に
於

て
云

へ

る
如
く
、
小
品
般
若
よ
り
大
品
般
昔

の
成
立

せ
し
頃
迄

に
行
は
れ
陀
ご
見

る
こ
ε
が
出
來

る
(註
+
四
)。

小
品
は
懇
第
十

の
薩
陀
波
岩
品
第
二
十
七

に
五
十
八
種

の
三
昧
名
を
上
げ
、
「
薩
陀
波
掃
菩
薩
は

是
諸
三
昧

に

庄

し
て
十
方
の
諸
佛
、
菩
薩

の
爲

に
般
若
波
羅
密
を
説
く
を
見

る
。
」
ご
云

つ
て
ゐ
る
が
、
大
品
に
至

つ
て
は
相
行
品
第

十
及
び
問
乗
品
第
十
八

に
百
入
三
昧
名
を
上
げ
、
百
千
無
量
の
三
昧

ご
云
ひ
、
菩
薩
は
皆

か
か
る
三
昧

を
修
す
る
も

の
こ
し
て
ゐ
る
が
、
菩
薩

が
何
故
に
か
か
る
百
千
無
量

の
三
昧
を
修
す
る
か
に
就

い
て
明
瞭
な
説
明
は
な

い
が
、
智

度
論
憲
第
七
に
、

問
日
。
諸
菩
薩
何
以
故
。
出
罰生
遊
酬戯
是
百
千
種
三
昧
鵬。
答

日
。
衆
生
無
量
心
行
不
Ψ同
有
.利
有
'鈍
。
於
・諸

結
使
一

有
.厚
有
動薄
。
是
故
菩
薩
行
盲

千
種
三
昧
一断
轟其
塵
勢
一。
讐

如
事爲
蕊諸
貧
人
欲
為

昌大
富
嚇。
當
備
種

種
衆
藥
一。
然
後

能
治
占。
菩
薩
亦
如
レ是
。
欲
8廣
康
衆

生
一故
。
行
轟種
種
百
千
種
三
昧
鱒。
(『大
正
藏
輕
』第
二
+
五
巷
二

〇
頁
)

ご
云

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
諸
菩
薩
が
百
千
種
無
量
三
昧
を
修
す

る
の
は
解
脱
の
手
段
で
は
な
く
、
解
脱
し
忙

る
後
衆
生

敷
化
に
向

つ
て
修
す

る
も
の
ご
考

へ
ら
れ
る
。
又
大
乗
三
昧

ざ
小
乗

三
昧

こ
の
囁
別
を
如
何
な
る
黙

に
認
む

る
か
も

不
明
で
あ
る
が
、
智
度
論
は
三
昧
を
聲
聞
法
中
.
三
昧

ご
、
摩
詞
術
法
中
,
三
昧

ε
に
分
け
て
、
次
の
如
く
に
云

つ
て

ゐ

る
。

首
甥
嚴
三
昧
の
研
究
(
一)

(
一
三
)
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首
樗

嚴
三
昧

の
研
究
(
一
)

(
一
四
)

聲
聞
法
中
三
昧
者
Q
所
謂
三
三
昧
。
復
次
三
三
昧
。
塞
塞
三
昧
無
相
無
相
三
昧
無
作
無
作
三
昧
。
復
次
三
三
昧
。

有
畳
有
観
。
無
畳
有
観
。
無
畳
無
観
。
復
有
邑五
支
三
昧
一。

五
智
三
昧
等
是
名
邑諸
三
昧
一。

(中
略
)
摩
詞
術
三
昧

者
。
從
轟首
楊
嚴
三
昧
一乃
至
晶虚
塞
際
無
所
著
解
脱
三
昧
一。
叉
如
昌見

}
切
佛
三
昧
乃
至

一
切
如
來
解
脱
修
観
師
子
頻

峠伸
等
一。
(『大
正
藏
経
』第
二
十
五
巻
二
六
入
頁
)

此
庭
に
云

ふ
、
「
從
・音

樗
嚴
三
昧
一乃
至
昌虚
塞
際
無
所
著
解
脱
三
昧
一。
」

ご
は
、
大
品
に
説
く
百
八
三
昧

の
こ
ご
に

し
て
、
首
樗
嚴
三
昧
以
下
百
八
三
昧
が
大
乗
三
昧
な

る
こ
ざ
は
之
に
依

つ
て
初

め
て
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
斯
く

の

如
く
、
大
乗
三
昧

ざ
小
乗
三
昧

ε
は
厩
別
さ
れ

て
ゐ
る
が
、
大
乗
三
昧

ど
錐
も
、
第
四
灘

ε
其

の
内
容
を
異
に
す

る

も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
第

四
藤
を
基
礎
ε
す

る
も

の
な

る
こ
ご
は
智
度
論
窓
第
七

に
、

欲
界
中
諸
欲
遮
灘

定
心
一。
初
灘
中
畳
襯
心
動
。
二
灘
中
大
喜
勤
。
三
輝
中
大
樂
動
。
四
灘
中
無
ひ動
。
復
次
初
藤
火

所
p焼
。

二
灘
水
所
'及
。
三
灘
風
所
レ至
。

四
輝
無
・庇

三
患
一。
無
轟出
入
息
一。
捨
念
清
浮
。
以
レ是
故

三
昧
王
三
昧
。

雁
姫
在
撫
弟
四
加輝
中
一。
(『大
正
藏
経
』第
二
十
五
巻
一
一
一
頁
)

ご
云

つ
て
ゐ
る
の
に
依
て
明
瞭
で
あ
る
。

已
上
三
昧

の
意
義
及

び
其
の
攣
遷
の
大
要
を
略
述
し
π
の
で
あ
る
が
、
要
す

る
に
、
三
昧
は
心

剛
境
相

ご
註
鐸

さ

れ

て
ゐ
る
如
く
、
集
中
を
意
味
し
、
第
四
灘
を
内
容

こ
し
、
初

め
は
解
脱

の
手
段

こ
し
て
修
習
さ
れ
把

の

で

あ

る

が
、
注
を
樹
象

こ
す

る
ご
共
に
漸
次
愛
遷
し

て

開
種
の
得
達
を
意
味
す

る
こ
ビ
ざ
な
り
、
百
千
種
無
量
の
三
昧
が
生

62



じ

、

上

求

菩

提

下

化

衆

生

の

基

礎

付

を

な

す

に

至

つ

泥

も

の

で

あ

る

ご

思

は

れ

る

。

註

一

爾
時
世
奪
告
二
諸
比

丘
一。
有
二
一
道

一令
下
衆
生
得
二
清
浮

一。
離
二
愁
暗
昊

輔。
滅

二憂

苦
懊
拶

一。
便
得
中
如
法
亀
。
謂
聖
正
定
有
ソ
習
有
ソ
助
。
亦
復

有
ン
具
而
有
二
七
支

一。
於
二
聖
正
定

】説
ソ
習
説
レ
助
亦
設
ソ
具
。

云
何
爲
ソ
七
。
正
見
正
志
正
語
正
業
正
命
正
方
便
正
念
。
若
有
下
以
二
此

七
支

一朋

助
具
ム
。
善
趣
向

心
得
ソ
一
者
。

是
謂
二
聖
正
定

一。

(
『
大
正
藏
経
』
第

一
巻

七
三
五
頁
)

註

二

正
定
を
正

三
昧

と
漢
課
し
て
ゐ
る
箇
所
は
「
櫓

一
阿
含
経
巻
第
四
十
ニ
ノ
入
」
、
同
、
「
巻
第

十
七
」
、
同
、
「
巻
第
九
」
.
同
、
「
巻
第

七
」
等
枚

畢

に
逞
な
し
。

註 註
四 菖

 

註
五

註
六

註
七

・
註
八

註 註
十 九

本
村
泰
賢
博
士
「
原
始
佛
教
思
想
論
」
(四

一
五
頁
)
参
照

比

丘
入
二
滅
鑑
定

一者
想

及
智
滅
。
『
申
阿
含
経
法
樂
比

丘
尼
経
』
(『
大
正
藏
輕
』
第

一
巻

七
入
八
頁
)、

入
二
滅
鑑
定

一則
想
受
刺
滅
。
『
長

阿
含
輕
槍

一
経
』
(『
大
正
藏
経
』
第

一
巷
五
九
頁
)

佛

陀
、
須
蹟
陀

の
入
滅

は
『
長

阿
含
輕
遊
行
輕
』
(『
大
正
藏

輕
』
第

一
巻

二
六
頁
)
、
舎
利
弗

の
入
滅
は
「
櫓

一
阿
含
経
巻
第

十
八
ノ
四
」
(『
大
正

藏
経
』
第

二
巻

六
四
〇
頁
)
を
見
よ
。

此
四
輝

中
智
定
等
而
樂
。
未
到
地
中
聞
地
智
多
而
定
少
。
無
色
界
定
多
而
智
少
。
是
塵
非
レ
樂
。
讐
如
§
車

一
輪
強

一
輪
弱

則
不
二
安
隠

嚇。
智

定
不
ソ
箏
亦
如
ソ
是
。
「
智
度
論
巻
第

十
七
」
(『
大
正
藏
経
』
第

二
十
五
巻

一
八
五
頁
)

彼
藁

巳
滅
無
二復
愁
憂
"・
無
レ苦
無
ソ樂
護
念
警

・
癒
二穿

響

鑑

二嬰

一脚

。
心
蓼

無
二羅

身

塁

軟
。
知
〆所
二從
來
憶

二

本

所
作

一。
云
云
。
「
増

一
阿
含
巻
第

七
」
(『大
正
藏
経
』
第

二
巻
五
八
二
頁
)

水
光

三
昧
火
光
三
昧
が
外
道

の
三
昧
な
る
こ
と
は
「
雑

阿
含
経
巷
第
三
十
入
ノ

一
〇

七
六
]
(『
大
正
藏
輕
』
第

二
巻

二
入
0
頁
)
等

の
輕

に
撫
う

て
知
ら
れ

る
が
、
佛

は
外
道

の
濟
度

に
當

て
此
定

に
入
ら
れ
て
ゐ
る
。

堰

一
阿
含
輕
巻
第

四
十

一
ノ
六

(『
大
正
藏
輕
』
第

二
巻

七
三
頁
)

増

一
阿
含
輕
巻
第

七

ノ
ニ
(『
大
正
藏
輕
』
第

二
巻

五
七
九
頁
)
及
び
、
中

阿
含
輕
巻
第

二
善

人
往
経

(『
大
正
藏
輕
』
第

一
巻

四
二
七
頁
)
を

看
よ
。首

樗
嚴

三
昧

の
研
究
(
一
)

(
一
五
)
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上
述

の
如
く
、

こ
な
り
、

品
般

若
の
出
現
す

る
頃
迄

に
行
は
れ
陀
ざ
見

る
こ
ご
が
出
來

る
の
で
、
首
楊
嚴
三
昧

は
大
品
般
若

に
至
つ
て
初

め
て

出
つ
る
三
昧
名

で
あ

る
。

大
品
般
若
は
勧
學
品
第
八
に
「
二
十
五
三
昧
」
を
、
相
行
品
第
十
及

び
問
乗
品
第
十
八
に
「
百
八
三
昧
」
を
掲
げ
、
其

の
初

三
昧
を
首
娚
嚴
三
昧

ε
し

て
ゐ
る
が
、
其

の
問
乗
品
は
、
「
云
何
名

音

携
嚴
三
墜

。

知

諸

三
昧
行
塵

。
是
名
温

首
幌
嚴
三
昧
一。
」
(縮
藏
、
般
若
部
月
、
三
、
二
+
九
丁
)
ご
義
繹
し
て
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
、
大
品
般
若

が
首
榜
嚴
三
昧
を
上
ぐ

る
の
は
二
十

五
三
昧
叉
は
百
入
三
昧

の
初
三
昧

ざ
し
て
で
あ
る
か
ら
、
少
く

ε
も
首
樗
嚴
三
昧

は
百
八
三
昧

の
成
立

以
前
に
既
に
成
立
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ざ
思
は
れ

る
の
で
あ

る
が
、
今

日
此
の
三
昧

が
何
時
頃
成
立
し
起
か

を
知

る
何
等
の
資
料
も
存
し
て
ゐ
な

い
。
從

つ
て
大
品
般
若
を
も

つ
て
此
の
三
昧

の
初
出

ビ
し
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
。
而
し
て
大
品
般
若

の
注
輝
を
考
察
す

る
に
、
首
榜
嚴
三
昧
を
三
昧
中
の
王
三
昧
こ
す
る
が
如
き
注
暮

で
あ
る
か

首
甥
嚴
三
昧

の
研
究

(
一
)

(
一
六
)

駐

十

一

『
異
部
宗
輪
論
』
に
操

る
o

駐
十

二

此
圖

は
「
異
部
宗
輪
論
越
詑
爽
靱
」
(下
巻

十
三
了
表
)
に
擦

る
。

駐
十
三

窒

謂
窒
非
我
。
無
相

謂
滅
四
。
無
願
謂
蝕
十
。
諦

行
相
相
磨
。
此
通
浮
無
漏
。
無
漏

三
脆
門
。

駐
十
四

宗
数
研
究
、
新
第

四
巻
、
第

】
號
を
参
照

せ
よ
。

陶昌

σ

三
昧
思
想
は
漸
次
憂
遷
し
て
上
求
菩
提
下
化
衆
生
の
基
礎
巴
な
り
、
三
昧
登
得
が
其
の
圭
要
目
的

無
歎
の
三
昧
が
創
設
さ
れ
る
に
至
つ
π
が
、
此
の
三
昧
思
想
の
菱
遷
は
既
述
の
如
く
、
小
品
般
若
よ
り
大
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ら
、
首
榜
嚴
三
昧
は
斯
く
注
繹

さ
る
べ
き
何
等

か
の
意
味
内
容
を
も
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ご
思
は
れ

る
の
で

あ

る
。

三
昧
思
想

の
獲
遷
に
伜

つ
て
三
昧
は
無
数
に
出
で
、
百
千
種
無
量
の
三
昧

芒
云
は
れ

て
ゐ
る
程
で
あ
る
が
、
か
か

る
無
敷

の
三
昧
の

一
一
を
悉
く
登
得
す

る
こ
ご
は
修
道
者

に
ご
つ
て
全
く
不
可
能

で
あ
る
か
ら
、
此
等

の
三
昧
中

い

つ
れ
か
最
奪
最
勝
な
る
三
昧
の
三
昧
境
を
説

き
、
其

の
三
昧

の
登
得

の
鼓
吹
を
圭
要
目
的
ε
す

る
何
等

か
の
企
圖

が

生
す
る
ざ
思

ふ
。
即
ち
今
日
大
藏
経
中

に
見
ら
る
、
如
幻
三
昧
経
・
超
日
明
三
昧
経
・
観
佛
三
昧
経
・般
舟

三
昧
経
・
金

剛
三
昧
纒
な
ど

の
十
歎
種

の
大
乗

三
昧
纒
典

は
皆
か
、
る
目
的
を
も

つ
て
出
現
し
、

一
種
の
三
昧
境
を
説
き
、
大
乗

化

さ
れ
だ
三
昧

の
鼓
吹
を
圭

目
的

こ
し
て
ゐ

る
も
の
で
、
首
娚
嚴
三
昧
経
も
亦
此
れ
等

の

一
で
あ
る
。

然
れ
ど
も
、

か
、
る
三
昧
経
典

の
成
立

に
先
立

つ
て
既
に
三
昧
其
自

の
内

に
於

て
百
千
種
無
量

の
三
昧
を
統

二
整

理
せ
ん
こ
す

る
意
圖

が
あ
つ
陀
ざ
思
は
れ

る
。
此
れ
即
ち
王
三
昧

(註
一
)
の
思
想

で
あ
つ
て
、
早
く
阿
含

の
佛
敷

に
も

見
ら
れ

る
思
想

で
あ
る
。
増

一
阿
含
経
悉
第
四
十

一
ノ
六
は
、
舎
利
弗
が
虚
塞
三
昧

に
遊
戯
す

る
の
を
佛
陀
は
讃
歎

し
、
更

に
塞
三
昧

の
功
徳
を
説

き
、
塞
三
昧
を
三
昧
中
の
王
三
昧

ご
な
し
て
ゐ
る
が
、
此

の
塞
三
昧

は
聾
聞
法
中
の
王

三
昧

で
あ
る
か
ら
、
大
乗
三
昧
を
統

一
整

理
す

る
に
は
塵
詞
術
法
中

の
王
三
昧
が
要
請
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

故

に
首
樗
嚴
三
昧

は
或
は
か
、
る
要
請

に
依

つ
て
出
現
し
だ
三
昧

で
は
な
か
ら
う
か
Q

首

樗
嚴
三
昧
(
古
繹
及
び
奮
鐸
)
ヌ
は
首
樗
伽
摩
三
摩
地

(
新
課
)
は

恥
副
理
σq
鱒
ヨ
p
鶏
ヨ
幾
窪

の
音
鐸
に
し
て
、
支

首
甥
嚴
三
昧
の
研
究
(
こ

(
一
七
)
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首
煙
脚嚴
三
昧
の
研
究
(
一
)

(
一
入
)

那

に

て
勇

猛
伏
定

蓬
か
、
勇

健
定

ε
か
、

健

相
定

こ
か
、

叉

は
健
行

定

(
ヌ

は
勇

進

三
昧

)
ど
翻
鐸

さ
れ

て
ゐ

る
も

の

で

あ

る
。

首

樗
嚴

三
昧
者
。

膏

日
二勇
猛

伏

定
一意

也
。

(首

樗
嚴

三
昧

経
註

序

縮
藤
、
目
録
部
、
結
、
一
、出
三
藏
認
集
巻
第
七
、
三
+
七
丁
)

首

樗
嚴

此

云
麟勇

健
定

一。

経
薗

繹
云
首

携
嚴

者

於
論
一
切

事
舶究
畢

堅

固
也

。

(慧
林
瞥
義
巻
第
二
+
六
、
+
九
丁
)

首

樗
伽
摩

。

唐
云
昌健

行
定

一亦

云
昌健

相
一。

奮

云
彪首

娚

嚴
一也
。

(慧
林
督
義
巻
第
十
入
、
十
四
丁
)

然

れ
ど

も

砿
臼
農
σq
碧
9
舞
巳
鑑

ぼ

は
「
英

雄

の
如

き
四
肢

を
も

つ
て
ゐ

る
輝

定
」

(恥
母
甲
鼠

σq
麟
鶏
ヨ
巴

匪
)

こ
か
、

叉

は

「
勇

者

の
如

く
行

く

ビ
稽

す

る
藤

定
」

(
G
母
9
臣
f
σq
鎖日
鋤

舞
ヨ
翌
ぼ
)

ご
云

ふ
意
昧

で
あ

る
か
ら
、

前
者

は
漢

謬

の
健

相
定

・
勇
健

定

に
、
後

者

は
健
行

定

・
勇
進

三
昧

に
相

當

し

て
ゐ

る
ご
思

は
れ

る
が
、

勇
猛
伏

定

に

相
當

す

る
意

昧

は

な

い
や

う
で

あ

る
。
幹

萄

叉
は

幹

籟
旨

は
「
光

り

あ

る
も

の
」
即
ち
「
日
明
」
を
意
味

す

る
が
、
ヌ

「
英

雄
」
こ
か

「
勇

者

」
を
も
意

味
す

る
こ

の

こ
ご
で
あ

る
か
ら
、
「
勇

猛
」
ざ
謬

せ
な

い
こ
ご
は
な

い
が
、
鼠
σq
僧日
p
叉

は

αq
鋤
ヨ
9

に

伏

の
意
昧

は
査
接
な
い
ざ
の
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
竺
法
護
が

「
恥
鼠

茜
弩

9・
ω§

劉
ぼ

。・
鐸

9」
の
漢
課
に
當

つ
て
『
勇

伏
定
経
』

ε
鐸
し
π
の
は
、
當

を
得

て
ゐ
な
か

つ
把
ご
思
は
れ
る
。
漢
課
経
典

に
首
樗
嚴
三
昧
を
勇
猛
伏
定

ざ
鐸
し

て
ゐ
る
経
典

に
は
『
超
日
明
三
昧
経
』
(註
二
)
な
ど
あ
る
が
、
恐
ら
く
『
首
樗
嚴
三
昧
経
注
序
』
に
云

へ
る
如
く
、
首
榜

嚴
三
昧
の
意
鐸
で
あ
ら
う
。
以
上

二
三

の
謬
語
中
「
勇
猛
伏
定
」
は
適
當
し
泥
鐸
語
で
は
な

い
ざ
思
は
れ

る
が
、
既
に

竺
法
護
は
勇
猛
伏

ご
翻
じ
、
羅
什
謬

の
首
橿
嚴
三
昧
経
の
注
解
を
な
し
π
弘
充
法
師
も
亦
『
新
出
首
橿
嚴
経
序
』
(註
三
)
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に
『
勇
伏
」
ざ
云

つ
て
み
る
か
ら
し
て
、
讐

へ
そ
れ
が
意
謬
で
あ
る
に
し
て
も
、
首
樗
嚴
三
昧

ご
勇
猛
伏
定

ご
は
密
捜

な
關
係
を
も
ち
、
斯
く
翻
せ
ら

る
べ
き
何
等

か
の

意
昧
内
容
を
も

つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご

共
に
、
「
寳
如
來
三

昧
纒
」
(註
四
)
に
出
つ
る
「
勇
猛
無
所
不
伏
三
昧
」
も
亦
首
樗
嚴
三
昧

の
意
課
で
あ
ら
う
。

私
は
此

の
首
楊
嚴
三
昧

の
思
想
の
淵
源
を
確
定
す

る
こ
ど
は
出
來
な
い
が
、
大
品
般
若

に
初

め
て
出
つ
る
ぎ
共

に

悲
華
経
・
金
光
明
経
・大
乗
浬
繋
経
等
般
若
系
の
経
典
ヌ
は
法
身
を
宗

こ
す

る
経
典

に
主

ε
し
て
出
つ
る

所

よ

り

し

て
、
般
若
塞
系

に
属

す
る
三
昧
な
る
こ
ご
は
疑

ひ
な

い
ε
思

ふ
の
み
な
ら
す
、
『
首
橿
嚴
三
昧
経
』
は
百
句
義
を
も

つ

て
此
の
三
昧
を
繹
し
て
、
其
の
最
初

に
、
「
何
等
是
首
楊
嚴
三
昧
。
謂
修
治
心
猶
如
・虚

塞
一。
」
ε
云
ひ
ヌ

「
其
心
寂
室

無
ひ有
.相
。
」
(百
句
義
九
+
三
)
ご
云
ひ
、
又
『
超
日
明
三
昧
経
』
は
勇
猛
伏

三
昧
を
説

き
、
「
何
謂
昌勇
猛
伏
三
昧
一。
佛
言
。

讐
如
属轄
輪
聖
王
功
柞
無
量
威
徳
魏

々
而
得
昌自
在
一。
於
・二

切
法
一得
温無
盤
慧
一。
方
・之
虚
塞
無
垢
清
浮
。
」
(『大
正
藏
輕
』第

+
五
巻
五
四
〇
頁
)
ざ
云

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
首
樗
嚴

三
昧
は
般
若

に
基
き
、
皆
塞
を
内
容

こ
し
、
其
の
妙
用
を
登
得

せ
ん

こ
す

る
三
昧
に
し
て
正
し
く
般
若
正
系
の
三
昧
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
。

般
若
は
理
で
あ
つ
て
其

の
内
容
を
塞

ビ
す

る
こ
ざ
は

一
般

の
定
説
で
あ
る
ご
思

ふ
が
、
理
は
人
格

こ
な

つ
て
始

め

て
其

の
妙
用
を
螢
揮
す

る
。
而
し
て
般
若
が
人
格

ε
な
れ

る
も
の
は
佛

で
あ
る
ご
思
は
れ
る
か
ら
、
般
若
は
佛

ざ
内

容
を
異

に
す

る
も
の
で
は
な
く
、
又

一
切

の
佛
法
は
般
若

の
顯
現
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
般
若
は

一
切
佛
法
の
総
府
で

あ
る
。
而
し

て
其

の
内
容

は
塞
な
る
が
故

に
「
}
切
畢
覧
堅
固
」
で
あ
り
、
其

の
妙
用
は
コ

切
事
を
分
別
す
る
」
カ
を

首
甥
嚴

三
昧

の
研
究
(
一
)

(
一
九
)
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首
綱
四嚴
三
昧
の
研
究
(
一
)

(
二
〇
)

有
ち
、

一
切

の
煩
拶
を
伏
さ
ざ

る
な
き
「
勇
猛
伏
」
の
當
髄

で
あ
る
。
ヌ
佛
敷
の
究
極

の
目
的
は
此
の
般
若
を
禮
得
し

て
佛
身
を
成
就

せ
し
む
る
こ
ご
に
あ
る
か
ら
、
首
樗
嚴
三
昧
は
或
は
般
若
皆
塞

の
理
を
人
格
的

に
顯
現
せ
ん
が
把
め

に
、
其

の
妙
用
の
相
を

「
英
雄

の
如
き
四
肢

を
も

て
る
も
の
」
ご
か
、
或
は

「
勇
者

の
如
く
行
く
も
の
」
巴
し
て
表
徴

し
、
三
昧

思
想

の
愛
遷
ご
相
侯

っ
て
三
昧
化

さ
れ
π
も

の
で
、
塞
力
を
、
ヌ
は
虚
塞
を
内
容

こ
し
、
其
の
凝
得

は
佛

身
ヌ
は
法
身
の
成
就
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

警

へ
百
千
種
無
量
の
三
昧
が
あ
る
こ
し
て
も
、
其

の
究
極
は
成
佛
す
る
こ
ご
以
外
に
な

い
筈
で
あ
り
、
佛
を
離
れ

て
佛
敷

の
修
道

は
成
立
し
な

い
ご
思
は
れ

る
か
ら
、
三
昧
思
想
が
憂
化

し
て

一
種

の
得
脱
を
意
味
す
る
こ
ざ
に
な
れ

ば
、
三
昧
登
得
は
個
々
の
三
昧

の
登
得

が
目
的

こ
な
り
、
外
道
の
見
に
近
く
な

る
。
從

つ
て
三
昧
は
再
び
佛

に
迄
還

元
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
佛
身
を
成
就

し
得

る
三
昧
は
般
若
の
理
を
登
得
す
る
こ
ご
以
外
に
な

い
ε
思

ふ
か
ら
、

虚
塞
を
内
容

こ
す

る
首
樗
嚴
三
昧

を
要
請
す
る
こ
ご
に
依

つ
て
百
千
種
無
量

の
三
昧
は
首
樗
嚴
三
昧
中

の
も
の
こ
な

り
、

一
切
三
昧

の
行
庭

の
多

少
淺
深
は
首
携
巖
三
昧

に
依

つ
て
初

め
て
知
ら
れ

る
こ
ご
＼
な

る
の
で
あ
る
。

要
す

る
に
、
首
樗
嚴
三
昧
は
般
若
系
に
属
す

る
三
昧
に
し
て
、
其

の
起
源

は
恐
ら
く
其

の
言
語
の
意
昧
か
ら
し
て

般

若
皆
塞

の
理
を
人
格

こ
し
て
顯

現
せ
ん

こ
す

る
所

に
動
機
を
も
ち
、
其
の
妙
用

の
相
を
「
英
雄

の
如
く
行
く
も
の
」

ご
か
、
「
英
雄

の
如
き
四
肢
を
も

て
る
も
の
」
ε
し

て
三
昧

の
封
象

こ
な
し
π
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
首
携
嚴
三
昧

の
内
容
が
虚
塞
な

る
所

か
ら
、
大
品
般
若
は
此

の
三
昧
に
、
「
一
切
三
昧

の
行
慮
を
知

る
此

の
故

に
首
携
嚴

ご
名
く
」
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ε
義
羅
し
、

竺
法
護
等

は

此

の
三
昧

の
意
義

を

一
見
し
て
顯

ら
か
な
ら
し

め
ん

ご
欲
し
て

意
鐸
し

「
勇
猛
伏
」
ざ
翻

じ
、
「
勇
猛
無
所
不
伏
三
昧
」
ご
翻
じ
紀
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
首
娚
嚴
三
昧

の
登
得
は
般
若
を
理
の
上

で
な
ー
、
人

格

の
上

に
禮

現
す

る
こ
ざ
、
即
ち
佛
身
を
成
就

せ
し
む

る
こ
ざ
に
外
な
ら
な

い
。
故

に
次

に
論
す
る
如
く
、
大
乗
浬

繋
経
は
首
幌
嚴
三
昧
を
大
浬
繋
な
り
、
佛
性
な
り
、
般
若
波
羅
密
な
り
ざ
し
、
大
佛
頂
首
樗
嚴
経
は
佛
母
眞
三
昧
な

り

ご
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

註 註
一

註 註
四 呂

王

三
昧

の
内
容

の
詳
細

は
「
智
度
論
巻
第

七
繹
放

光
論
第
十
四
」
(『大
正
藏
経
』
第

二
十
五
巷

一
一
一
ー

一
一
二
頁
)
途
看
よ
。

超
日
明
三
昧
経

二
巻
は
西
晋
清
信
轟
蓮

の
課
で
あ
る
が
、
「
出
三
藏
記
集
巻
第

二
」

(縮
藏
、
目
録
部
、
結
、

一
、
入
丁
)
に
、
「
晋
武
帝

時
o

沙
門
竺
法
護
。
先

誰
二
梵
丈

一。
而
辞
義
煩
重
。
優
婆
塞
轟
承
遽
整
副
理
丈
偶

一鵬
爲
三
一巻

一。
」
と
云

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
實

は
竺
法
護

の
課
出
に

し

て
、
轟
承
遠

が
集
大
成
せ
る
も
の
で

あ
る
。

此

の
経

は
十
種

の
三
昧
を
説
き
其

の
第

九
を
勇
猛
伏
三
昧
と
な

し
、
首
携
嚴
三
昧
経
を
抄
設

し
た
形
に
な

つ
て
ゐ
る
o
從

て
首
携
嚴

三
昧
経
よ
η
後

出
で
あ
る
と
思
は
れ
る
o

出

三
藏
記
集
巻
第

七
(縮
藏
、

目
録
部
、
結
峡

一
、

三
十
七
丁
)

賓
如
來
三
昧
輕

二
巻
は
東
晋
砥
多
密

の
課
で
あ
る
が
、
西
晋
竺
法
護

に
も
亦
同
本
異
謬
な
る
無
趣
寳
三
昧
経

二
巻
が
あ
る
o
然
れ
ど
も
勇

猛

無
所
不
伏

三
昧

に
關
し
て
は
爾
者
倶

三
昧
名
を

上
ぐ

る
の
み
で

あ
る
。
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四

此

の
首
樗
嚴
三
昧
は
既
に
述

べ
し
如
く
、
大
品
般
若
経

に
初

め
て
出
つ
る
三
昧
名
で
あ
つ
て
、
「
大
品
般
若
」
は
此

の
三
昧
に
コ

切
三
昧

の
行
庭
を
知

る
是
を
首
娚
嚴
三
昧

ご
名
く
」
ご
経
鐸
し
て
ゐ
る
が
、
龍
樹
は
『
大
智
度
論
』
霧
第

晶自
伽勝
嚴

三
昧

の
研
究
(
一
)

(
二

一
)



首
樗
嚴
三
昧
の
研
究
(
一
)

(ニ
ニ
)

四
十
七
「
繹
摩
詞
術
品
第
十
八
之
鯨
」
に
之
を
更

に
註
解
し
て
、

-

　
む

ま

首
樹
嚴
三
昧
者
。
秦
言
彪健
相
一。
分

別
知
藷

三
昧
行
相
多
少
深
淺
一。
如
呂大
將
知
諸

兵
力
多

少
一。
復
次
菩
薩
得
是

三
墜

。
諸
煩
憐
魔
魔
人
無
能

壊
者
一。
讐
如
・轄

輪
聖
王
圭
兵
賓
將
所
往
至
庭
無
「不
邑降
伏
一。

(『大
正
藏
輕
』
第
二
+
五
巷

三
九
入
頁
)

ざ
云
つ
て
ゐ
る
。
勿
論
之
は
首
樗
嚴
三
昧
維
の
敷
義

に
依

つ
て
な
し
π
注
解

で
あ

る
け
れ
ど

も
、
此

の
解
輝
に
明
瞭

な

る
如
く
、
首
娚
嚴
三
昧

は
叉
「
健
相
分
別
正
定
」
こ
も
云
は
れ

て
ゐ
る
も

の
で
あ

つ
て
、
「健
相
」
の
意
義

に
就

い
て

は
、
『
坐
麗
三
昧
経
」
(註
一
)
に
「
健
」
ご
「
勇
猛
」
の
意
義
を
説

い
て
、

　

む

護
邑種
種
経

多
聞
。
是
時
径
報

果
一。
如
レ是
得
時
。
不
塞
破
・魔

王
軍

。
便
得
昌第

一
勇
猛
名
欝

。
世
界
中

煩

幅

將

む

去
。
是
不
〃名
p健
。
能
破
一煩
拶
賊
一滅
三
一毒
火
一涼
樂
清
浮
。
混
薬
林
中
安
隠
高
シ枕
。
種
種
繹
定
根
力
七
畳
清
風

四

む

起
。
顧
訓念
衆
生
没
蛤三
毒
海
一。
徳
妙
力
如
p是
。
乃
名
爲
レ健
。
(『大
正
藏
経
』
第
+
五
巻
二
七
四
頁
)

ご
云
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
「
健
相
」
ご
は

一
切

の
煩
憺

の
賊
を
擢
伏
し

て
浬
薬
寂
常

に
入
り
、
種
々
な

る
灘
定
・
定
根
・
定

力
・
七
畳
支
等
の
功
徳
を
悉
く
具
足
し
π
る
心
境
を

意
味
す

る
も
の
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
か
ら
、
首
樗
嚴

三
昧
を

理

に
依

つ
て
表
す
な
ら
、
般
若
経
に
於

け
る
般
若
ε
異
る
も
の
で
な
く
、
既

に
述

べ
し
如
く
、
其

の
内
容
は
虚
塞

で
あ

る
。
而
し
て
般
若
は
分
別
知
・
無
分

別
知
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
分
別
知
無
分
別
知
は

般
若

の
智

に
其

の
基
礎
を
も

ち
、
般
若

の
智
の
用

こ
な
る
の
で
あ
る
。
首
樗
嚴
三
昧
が
諸
三
昧

の
行
庭
の
多

少
深
淺
を
分
別
し
て
知

る
の
は
首
甥
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嚴
三
昧
の
分
別
知

の
作
用
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
首
樗
嚴
三
昧
其
自
は
分
別
知
を
越
え

把
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
三

昧
の
螢
得
者
花
る
十
地
の
菩
薩
は
分
別
知
を
働

か
し

て
諸
法
の
相
を
決
し

て
分
別
し
な

い
。
故

に
『
首
橿
嚴
三
昧
経
』

に
は
、
「
若
有
邑菩
薩

得
逗此
三
昧
一
(首
樗
嚴
三
味
)
…
…
…
(
中
略
)
…
・…
-
遍
訓遊

一
切
諸
佛
國
土
輸。
而
於
國

土
輔無
.所
盈分

別
一。
悉
能
得
レ値
昌
一
切
諸
佛
一。
而
不
u分
訓別
李
等
法
性
一。
」
ざ
云
ひ
、
此

の
こ
ご
を
経
初

に
説

い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
か
、
る
首
榜
嚴
定
は

一
切

の
煩
慨
・魔

及
び
魔
人
を
降
伏
し

鑑
し
て
よ
り
後

に
顯
現
す
る
も
の

で

あ

る

か

ら
、
首
樗
嚴
定

の
登
得
は
同
時

に

一
切

の
煩
幡
・魔
等

の
擢
伏

で
あ
り
、
其

の
登
得
者
は

魔
及
び
魔
人
に
依

つ
て

擁

齪

さ
れ

る
こ
ご
は
な

い
。
斯
く
首
樗
嚴
三
昧
は
般
若

に
基

く
も
の
な
る
が
故

に
、

一
切

三
昧

の
基
髄
ざ
な
り
、

噌
切

佛
法
の
根
源

こ
な
り
、

一
切
三
昧
、

一
切
佛
法
は
悉
く
此

の
三
昧

に
具

足
さ
れ

て
ゐ
る
ご
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

故

に
『
首
携
嚴
三
昧
経
』
に
は
、

　
う
　
　

堅
意
。
如
シ是
所
有
三
昧
門
繹
定
門
辮
業
門
解
脱
門
陀
羅
尼
門
神
通
門
明
解
脱
門
。
是
諸
法
門
悉
皆
撮
在
轟首

携

嚴

三
昧
一。
随
有
轟菩
薩
一行
昌首
橿
嚴
三
墜

。

一
切
三
昧
皆
悉
随
從
。
堅
意
。
讐
如
・轄

輪
聖
王
行
時
七
寳
皆
從
脳。
如
'是

堅
意
。
首
梼
嚴
三
昧

一
切
助
菩
提
法
皆
悉
随
從
。
是
故
此
三
昧
名
爲
昌首
携
嚴
"。
(六
鴨三
責
)

ビ
説
き
、
此
の
三
昧

が
首
樗
嚴
三
昧

ご
名

け
ら
れ
る
所
以
が

一
切
の
法
門
を
具
足
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
ご
の
こ
ご

を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
如
シ是
首
樗
嚴
三
昧
は

一
切

の
助
菩
提
の
法
門
を
悉
く
具
足
し
て
ゐ

る
か
ら
、
此

の
三
昧
中
に
入

る
こ
ご
は
『
悲
華
経
」
に
、
「
有
轟首
楊
嚴
三
墜

。
能

入
二

切
三
昧
中
鱒。
」
(『大
正
藏
輕
』第
三
巻
ニ
ニ
O
頁
)
巴

者
癌
物
嚴

三
昧

の
研
究
(
一
)

(
二
三
)
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菅
楊
嚴
三
昧
の
研
究
(
一
)

(二
四
)

云
つ
て
ゐ
る
如
く
、

一
切
三
昧

に
入
る
こ
ご
、
な

る
ご
共
に
、
首
携
嚴
三
昧
は
三
昧
中
の
王
三
昧

こ
な
り
、

…
切
三

昧
は
悉
く
首
穆
嚴
三
昧
中

の
三
昧

ご
な

る
の
で
あ
る
。
「
大
品
般
若
」
が
百
入
三
昧

の
最
初

に
此

の
首
携
嚴
三
昧
を
掲

げ
て
ゐ
る
の
は
百
入
三
昧
の
初
三
昧

こ
し

て
の
や
う
で
あ
る
が
、

只
軍
に
斯
く
解
す

べ
き
で
は
な
か
ら
う
。
後
に
詳

説
す

る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
首
幌
嚴
三
昧
は

一
切
三
昧

の
基
本
で
あ
り
、
ヌ
維
相
で
あ
る
か
ら
、
絡

て
の
三
昧
は
首

幌
嚴
三
昧

よ
り
以
上

に
出
つ

る
も

の
で
な
く
、
從

つ
て
百
八
三
昧
は
首
幌
嚴
三
昧
に
入
る
こ
ざ
に
依

つ
て
初

め
て
完

成
す
る
こ
ご
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
此
の
故

に
、

一
切
三
昧

は
首
樗
嚴
三
昧
登
得

の
手
段
、
又
は
そ

れ
に
至
る
中
途
の
修
定

こ
し

て
の
み
そ
の
意
味

を
も
つ
の
で
あ
る
。
『
首
携
嚴
三
昧
経
』

は
此
の

邊

の
消
息
を

記
し

て
、
入
地
に
於
て
諸
佛
現
前
三
昧
を
得
、
十
地
に
至
つ
て

一
切
佛
菩
薩

の
三
昧
を
得

て
、
然

る
後

に
首
樗
巖
三
昧
を

得

る
こ
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
、
首
穆
嚴
三
昧
は

一
切
佛
法
・
一
切

三
昧
の
基
禮

で
あ
る
か
ら
、

剛
切

の
佛
法
・
一
切
の
三
昧

に
通
達

す

る
に
非
ざ
れ
ば
此
の
三
昧

に
通
達
す

る
こ
ご
は
出
來
な
い
。
故
に
『
首
楊
嚴
三
昧
経
』
は
百
句
義
を
も
つ
て
所
有
方

面

よ
り
首
樗
嚴
三
昧

の
行
相
の
特
質
を
観
察
し

て
、
然

る
後
其
の
百
句
義
の

一
事

一
縁

一
義

の
み
を
も
つ
て
此

の
三

昧
を
知

る
こ
ご
は
出
來
な
い
。
百
句
義

の
全
部
乃
至

一
切
の
佛
法
を
も

つ
て
し

て
初

め
て
此

の
三
昧
を
知

る
こ
ざ
が

出
來

る
ぎ
説

い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

首
樗
嚴
三
昧
如
レ是
無
量
悉
能
示
品佛

一
切
紳
カ
一。
無
量
衆
生
皆
得

饒

盆
一。
堅
意
。
首
幌
嚴
三
昧
。
不
鷲以
彪
一
事

一
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縁

一
義
哺可
樫知
。

一
切
繹
定
解
脱
三
昧
。
紳
通
如
意
無
凝
智
慧
皆
撮
狂
者

樗
嚴

三
昧
一。
響
如
a阪
泉
江
河

諸

流

皆

入
邑大
海
㌔

如
レ是
菩
薩
鵬
積
繹
定
在
・・首
樗
嚴
三
昧
一。
讐
如
韓

輪
聖
王
有
葭勇
將
一諸
四
種
.
兵
皆
悉
随
從
轟。
(六
三
一
頁
)

然
れ
ど
も

一
切

の
佛
法
、

一
切

の
三
昧
を

一
時

に
悉
く
解
謹
す
る
こ
ご
は
頓
悟

に
非
ざ

る
限
り
當
底
不
可
能

で
あ

る
か
ら
、
漸

々
に
修
行
を
進
轄

さ
し

て
最
后

に
首
樗
嚴
三
昧
を
登
得
す

る
こ
ざ
が
出
來
る
ε
の
こ
ε
を

『
首
樗
嚴
三

昧
経
』

は
射
的
を
學

ぶ
讐
を
説
き
、
十
地
の
段
階

に
分

け
て
親
切

に
敷

へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

一
度
此

の
首
樗
嚴

三
昧
を
登
得
す
れ
ば

一
切

の
佛
法

一
切

の
三
昧
に
通
達
す

る
か
ら
、
再

び
學

ぷ
何
等

の
必
要
も
な
く
、
身
行
の
悉
く

が
首
娚
嚴
三
昧
の
顯
現
な
ら
ざ

る
は
な

い
こ
ε
に
な
る
。
從

つ
て
此

の
三
昧
は

一
切

の
佛
法
を
解
謹
し
最
極
微
細

の

惑
障
を
断
せ
ざ
る
二
乗
及
び
初
地
乃
至
九
地
の
菩
薩

の
當
底

よ
く
す

る
所
で
は
な
く
、
十
地
満
行
の
菩
薩

で
あ
つ
て

初

め
て
得
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
故

に
『
首
樗
嚴
三
昧
経
」
は
、
「
是
三
昧
者

一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ不
藍能
通
達
一。
況
蘇
衆

生
。
」
こ
い
ひ
、
叉
「
首
樗
嚴
三
昧
。
非
呂初
地

二
地
三
地
四
地
五
地
六
地
七
地
八
地
九
地
菩
薩
之
所
酷能
得

。

唯
有
在

訓

在
十
地
一菩
薩
幽是
得
遭首
幌
嚴
三
昧
一。」
ご
説

い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
(註
二
)
。

斯

く
し
て
、
首
樗
嚴
三
昧
は
菩
薩
道

に
於
け
る
最
後
地
帥
ち
十
地
法
雲
地

の
三
昧

ざ
し
て
定
立
せ
ら
れ
(註
三
)、
菩

薩
道
の
最
高
三
昧

こ
し
て
菩
薩
は
此
の
三
昧
を
修
習
し
完
成
す

る
こ
ご
に
依

つ
て
佛
ビ
な

る
の
で
あ
る
か
ら
、
菩
薩

も
し
此
の
三
昧

に
入
ら
ざ
れ
ば
菩
薩
遭
は
完
成
し
な
い
が
、

叫
度
此
の
三
昧
を
螢
得
す
れ
ば
菩
薩
道
は
完
結
る
、
菩

薩

に
重

要
な

る
徳
目
は
悉
く
具
足
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
從

つ
て
六
波
羅
密

は
自

ら
具
足
さ
れ
器
足
下
足
出
息
入
息
念

首
甥
嚴
三
昧

の
研
究

(
嗣
)

(
二
五
)
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晶目
煙
W嚴

三
昧
「の
研
究

(
一
)

(
二

山ハ
)

念
此
れ
六
波
羅
密
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
今
迄
の
凡
夫
行
は
そ
の
ま
、
菩
薩
行
ピ
な
り
、
菩
薩

の
修
行
遽
は
此
庭
に
審

き
て
新

陀
に
菩
薩

の
化
他
門
が
開

か
れ

る
。
故

に
菩
薩

の
化
他
精
紳
は
首
樗
嚴
三
昧
海
よ
り
生
す
る

の

で

あ

る
。

『
首
樗
嚴

三
昧
経
」
に
堅
意
菩
薩

の
佛
は
如
何
な
る
三
昧

に
佳

し
て
種

々
な

る
功
徳
事
を
示
現
し

て
畢
寛
永
く
渥
繋

に

入
ら
ざ
る
か
、

こ
の
間

ひ
に
依

つ
て
初

め
て
首
樗
嚴
三
昧
の
あ
る
こ
ご
を
説

き
、
叉
菩
薩

が
六
波
羅
密
を
行
じ
て
以

て
衆
生

を
濟
度
し
、
佛
陀
が
三
千
大
千
世
界

に
於

て
種

々
の
功
徳
事
を
示
現
し

て
衆
生
を
敷
化
し
π
の
は
、
凡
て
首

榜
嚴
三
昧
の
威
紳
力
な
り
こ
し
て
ゐ
る
の
は
、
首
樗
嚴
三
昧

が
因

て
以
て
菩
薩

の
化
他
精
紳

の
登
す

る
本
擦

す
あ
る

こ
ε
を
記
せ
る
も
の
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
。
從

っ
て
衆
生
濟

度
に
當

つ
て
菩
薩

に
必
要
な

る
能
力
は
、
凡

て
此

の
三

昧

に
具
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
、
『
首
樹
嚴
三
昧
経
」
は
之
等

の
能
力
を
百
句
義
中

に
列
畢
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。

観
訓察
現
在
衆
生
諸
心
一。
(
二
)

分
訓別
衆
生
諸
根
利
鈍
一。

(三
)

能
轄
畠諸
根
一。

三
+
)

決
定
了
知
邑衆
生
因
果
"。

(四
)

善
能
撮
訓伏
衆
生
之
類
鯛。
三
+
三
)

善
説
昌諸
乗
一度
訓脱
衆
生
"常
能
護
判持
三
章

不
'絶
。
(三
+
一
)

然
れ
ど
も
、
斯
く
此

の
首
携
嚴
三
昧
が
十
地
満
願

の
菩
薩

の
三
昧

こ
な
り
、
且

っ
菩
薩

の
化
他
門
が
因

て
以
て
此

の
首
樗
嚴
三
昧
海

よ
り
生
す

る
所
以
は
、
「
宗
鏡
録
」
が
「
首
樗
嚴
三
昧
倉
事衆
作
匿輪
王
輔作
卯佛
身
画。
」
(巻
第
九
+
五
、
+
三
丁
)

ご
云

へ
る
如
く
、
首
橿
嚴
三
昧

の
登
得

に
依

つ
て
佛
身
を
成
就
す

る
こ
ε
が
出
來

る
か
ら
し

て
や
あ
る
。
佛
陀

ざ
圃

ク4



じ
功
徳
事
を
示
現
し

て
衆
生
を
激
化
せ
ん
ε
欲
せ
ば
、
先
づ
自
ら
が
佛

巴
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
故
に
佛
性
を

登
得

し
て
佛

身
を
成
就

す
る
こ
ご
以
外

に
佛
陀

ご
同

剛
な

る
功
徳
事
を
示
現
し
得

る
に
至
る
何
等

の
他

の
修
行
道

も

な

い
筈

で
あ
る
か
ら
、
首
携
嚴
三
昧
を
螢
得
し
て
佛

こ
な
り
、
此
威
に
初

め
て
菩
薩

の
化
他
門
が
開

か
れ

る
も
の
ε

見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

佛
は
大
乗
佛
敷

に
限
ら
す

一
切
佛
激

の
最
絡
目
的
で
あ

つ
て
、
此
の
佛
を
如
何

に
顯
す
か
に
依

つ
て
種
々
な
る
敷

理

が
膿
系
付
け
ら
れ
、
其

の
最
高
原

理
は
凡

て
佛
を
意
味
す

る
も
の
こ
思
惟
す

る
か
ら
、
佛
身
を
成
就

し
得

る
三
昧

は
其
の
盤
を
佛

ご
同
じ
く
す

る
も

の
な
る
故
、
此

の
首
樗
嚴
三
昧

の
髄
を
敷
理
上
に
求
む

る
な
ら
ば
法
性

で
あ
り
、

佛
性
で
あ
り
、
般
若
波
羅
密

で
あ
り
、
大
渥
繋
で
あ
る
。
故

に
『
大
乗
混
繋
纒
』
は
、
憲
第

二
十
五
師
子
吼
菩
薩
品

に

首
樗
嚴
三
昧

の
五
義
を
説

い
て
、
廣
く
此

の
三
昧
を
騨

し
て
ゐ
る
。
其
の
五
義

ご
は
、
「
首
樗
嚴
三
昧

ご
は
五

種

の

名

あ
り
。

一
に
は
首
娚
嚴
三
昧
、

二
に
は
般

若
波
羅
密
、
三

に
は
金
剛
三
昧
、

四
に
は
師
子
吼
三
昧
、
五
に
は
佛
性

な
り
、
其

の
所
作

に
随

ひ
て
腱

々
に
名

を
得

、」
(南
本
浬
桑
輕
『
昭
和
國
諜
大
藏
纒
』
一
二
七
頁
)
ざ
云

へ
る
も
の
で
あ
る
が
、
此

の
五
義

は
只
其

の
所
作

の
異
り
に
從

つ
て
生
じ
把
る
名

で
あ
つ
て
首
橿
嚴
三
昧
の
燈

に
五
種

あ
る
こ
ε
を
意
味
す

る

も
の
で
は
な

い
。
然
れ
ど
も
首
樗
嚴
三
昧
が
其
の
禮

を
か
、
る
五
名

に
依

っ
て
顯

さ
れ

て
ゐ
る
も

の
、
即
ち
佛
性

ε

同
じ
く
す
る
も
の
な

る
こ
ご
が
,知
ら
れ

る
ご
思
ふ
。

箪

坐
輝
三
羅

は
挑
秦
弘
始
三
年

(畑
四
9

)
羅

什
の
蓄

せ
し
も
の
で
あ
る
。
冨

三
藏
詑
集
巻
第
九
」
(縮
藏
目
録
部
結
朕

一
、
五
土

首
榜
嚴

三
昧

の
研
案

一
)

噺

三

七
)

73



註
二

註
菖

鵡自
謬
嚴
三
昧

の
研
一究
(
一
)

(
二
入
)

丁
)
に
牧
録

さ
れ
て
ゐ

る
曾
叡

の
序

に
依

る
と
、

同
巻

の
上
巻

の
初

め
の
三
門

は
曾
伽
羅

叉

の
作
、
詩
願
は

究
摩
羅
羅
陀
と

馬
鳴

の
作
、
他

は
婆
須
密
、
渦
波
蠣
、
櫓
伽
斯

那
、
勒
比

丘
の
作

よ
り
抄
集
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
も
大

小
乗

の
過
渡
期
に
存

す
る
も

の
と
思
は
れ
、
首
携
嚴

経

の
篇

出
と
相
前
後
す
る
頃

の
思
想
を
記

せ
る
も

の
と
思

は
れ

る
o

佛
説
二
是

三
昧
一
(首
樗
嚴
三
昧
)
非
二
九
地
以
下
菩
薩

及

二
乗

人
所
y
知

惟

受
職
菩
薩
之
所
二
能
得

一「
大
藏

聖
敏
法
寳
標
目
第
四
]
(縮
藏
、
目

録
部
、
結
峡

入
、
十

八
丁
)

金
光
明
最
勝

王
経
巻
第

四
最
浮
地
陀
羅
尼
品
第
六

般
舟
三
昧

が
佛
陀
を
憶
念
し
、
佛
陀
の
慈
悲
救
濟
を
念
願
し
て
、
定
中

に
佛
陀
を
観
す

る

一
行
三
昧

(諸
佛
現
前

三
昧

)
で
あ
る
な
ら
、
首
樗
嚴
三
昧
は
佛
性
を
開
螢
し
て
定
中

に
陀
だ
ち
に
佛
其
者

に
自
ら
が
な
る
佛
三
昧
、
換
言

す

る
な
ら
、
見
性
成
佛
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
從

っ
て
佛
性
な
き
衆
生
は
此
の
三
昧
を
登
得
し
得
な

い
が
、
佛
性

あ
る

衆
生
は
悉
く
此
三
昧
を
襲
得
し

て
見
性
成
佛
す

る
の
で
あ
る
。
故

に
佛
性
論
が
登
展

し
て

一
切
衆
生
悉
有
佛
性
説
が

説
か
る
る
に
至
れ
ば
、

一
切
衆
生
に
首
樗
嚴
三
昧

あ
り
ε
説

か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
故

に

一
切
衆
生
悉
有
佛
性

を
説
く

『
大
乗
混
繋
経
」
は
、
「
復
次
に
善
男
子
、
佛
性

ざ
は
即
ち
首
娚
嚴
三
昧
な
り
、
性

は
醍
醐

の
如
し
、
即
ち
是

む

む

む

一
切
諸
佛

の
母
な
り
。
首
樗
嚴
三
昧
の

カ
を
以
て
の
故

に
、
而
も

諸
佛
を
し
て
常
・
樂
・
我
・常
な
ら
し
む
。

一
切
衆

り

り

む

ぬり

り

り

り

ゆ

あり

む

生
悉
く
首
樗
嚴
三
昧
有
り
、
修
行

せ
ざ
る
を
以
て
の
故

に
、
見

る
こ
ご
を
得
す
、
是

の
故

に
阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提

を
成
す

る
こ
ご
を
得

る
能
は
す
。
」
(南
本
浬
業
輕
『
昭
和
國
課
大
藏
聾

、
一
二
七
頁
)
ご
説
き
、

一
切
衆
生
悉
有
首
娚
嚴
三
昧

ざ
圭

76



張
し
、
修
行
せ
ざ
る
を
も

つ
て
の
故

に
、
首
榜
嚴
三
昧
を
登
得
し
て
佛
身
を
成
就
し
得
な

い
の
で
、
修
行
し
さ

へ
す

れ
ば

一
切
衆
生
は
悉
く
首
樗
嚴
三
昧
を
螢
得
し
て
、

阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
得

る
こ
ご
が
出
來
る
ε
説

い
て
ゐ
る

の
で
あ

る
が
、
『
大
乗
浬
繋
経
」
は
更

に
首
樗
嚴
三
昧
が
斯
く
呼
ば
る
る
意
義

を
説

い
て
、

善
男
子
、
首
樗

ご
は

一
切
畢
章

ご
名
け
、
嚴

ご
は
堅

ご
名
く
、

一
切
畢
覧
し
て
而
も
堅
固
を
得

る
を
首
樗
嚴
ご
名

く
、
是
を
以
て
の
故

に
首
榜
嚴
定
を
名
け
て
佛
性

ざ
爲
す

ε
言

ふ
。
(南
本
浬
業
輕
『
昭
和
國
課
大
藏
輕
、』第
六
巻
、
=
一七
頁
)

ご
云
ひ
叉
、

爾

の
時
師
子
吼
菩
薩
摩
詞
薩
、
佛
に
白
し
て
言
さ
く
、
「
世
尊
、
若

し

一
切
衆
生
悉
く

佛
性
有

る
こ
ご

金
剛
力
士

の
如
く
な
ら
ば
、
何

の
義
を
以
て
の
故

に
、

一
切
衆
生
見

る
こ
ご
を
得

る
こ
ご
能
は
ざ

る
。
」
佛
の
言
は
く
、
「
善

男
子
讐

へ
ば
色
法
に
青
黄
赤
白
の
異
、
長
短
の
質
像
有
り
ご
錐
も
、
盲
者

は
見
す
、
復
見
す

ご
錐
も
亦
青
黄
赤
白

長
短

の
質
像
無
.し
ご
言

ふ
こ
ご
を
得

す
。
何
を
以
て
の
故

に
、
盲
は
見
す
ε
錐
も
、

目
有

ら
ば
見

る
が
故
な
り
の

如
く
、
佛
性
も
亦
爾
な
り
。

一
切
衆
生
は
見

る
こ
ざ
能
は
す
ε
錐
も
、
十
佳
の
菩
薩

は
少
舜
を
見

る
が
故
に
、
如
來

は
全
く
見

る
。
十
佳

の
菩
薩

の
見
る
所

の
佛
性
は
夜
色

を
見

る
が
如
く
、
如
來

の
所
見
は
書
色
を
見

る
が
如
し
。

　
ぺ
　
　

善
男
子
醤

へ
ば
膳
者
の
色
を
見
る
こ
ご

了

な
ら
す
、
善
良

の
醤
有

り
て
而
も
爲

に
目
を
治
す
。
藥
力
を
も
つ
て

の
故

に
了
了
に
見

る
こ
ご
を
得

る
が
如
く
、
十
佳

の
菩
薩

も
亦
復
是
の
如
し
、
佛
性
を
見

る
ご
錐
も
明
了
な

る
ご

ざ
能
は
す
。
首
樗
嚴
三
昧
の
カ
を
も

つ
て
の
故

に
能

く

明
了
を
得
。
善
男
子
、
若
し
人

の

一
切
諸
法

の
無
常
・無

首
穆
嚴

三
昧

の
研
究

(
一
)

(
二
九
)
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首
桶彷
嚴

三
昧

の
研
究

(
一
)

(
三
〇
)

我
・
無
樂
・無
浮
を
見
、

一
切
法
の
無
常
・
無
我

・無
樂
・
無
浮

に
非
す
ご
見

る
有
ら
ば
、
是
の

如
き
の
人
は

佛
牲
を

見
す
、

一
切

ご
は
名
け
て

生
死

こ
な
し
、
非

一
切

ご
は
名

け
て
三
寳

こ
な
す
、
聲
聞
縁
畳
は

一
切
法
の

無
常
。
無

我
・無
樂
・無
浮
を
見
、
非

一
切
法
も
亦
無
常
・
無
我
・
無
樂
・無
浮
を
見

る
是
の
義
を
以
て
の
故

に

佛
性
を

見
す
、

十
佳
の
菩
薩

は

圃
切
法
の
無
常

・無
我
・
無
樂
・
無
浄
を
見
、
非

一
切
法
は
分

に
常
・
樂
・我

.浮
を
見

る
。
是
義
を
以

て
の
故

に
、
十
分
中

に

一
分

を
見

る
こ
ご
を
得
。

諸
佛
世
尊

は

一
切
法
の

無
常
・
無
我
・無
樂
・
無
浮
を
見
、
非

一

切
法
は
常
.
樂
.
我
。
浮
を
見

る
。
是
の
義

を
以
て
の
故

に
、
佛
性
を
見

る
こ
ご
掌
仲
の
阿
摩
勒
菓
を
観

る
が
如
し
、

是

の
義
を
以
て
の
故

に
、
首
携
嚴
定
を
名
け
て
畢
寛

ビ
爲
す
。
」
(『
昭
和
國
課
大
藏
経
、』第
六
巻
、
一
三
〇
頁
)

ご
説

い
て
ゐ

る
。

以
上
の
二
文
は
説
明
す
る
迄

も
な
く
明
瞭
で
あ
る
が
、
斯
く
大
経
は
首
携
嚴
三
昧
を

「
一
切
事
畢

覧
堅
固
定
」

ど
義
繹

し
て
ゐ
る
。
此

の

一
切
事
畢
覧
堅
固
な

る
義
は
首
樗
嚴
三
昧

の
艦
性
が
佛
性
な

る
か
ら
し
て
で

あ
る
が
、
諸
佛
世
奪
が

二
乗
乃
至
十
佳
の
菩
薩

ε
異
り
、
非

一
切
法
の

常
樂
我
浄
な

る
を
見
、
佛
性
を

見

る
こ
ご

掌
中

の
阿
摩
勒
菓
を
見

る
如
く
な
る
の
は
、
實

に
此

の
首
娚
嚴
三
昧

に
佳
し

て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
首
樗
嚴
三

昧
を
登
得
す
れ
ば
佛
性
を
見

る
こ
ご
、
帥
ち
見
性
成
佛
す

る
こ
ご
が
出
來
る
ざ
の
こ
ご
を
意
味
し
て
ゐ

る

の

で

あ

る
o斯

く
の
如
く
、
大
乗
混
繋
経
は
首
樗
嚴
三
昧
に
五
義
を
上
げ
、
佛
性
ε
説

き
、

一
切
衆
生
悉
有
首
携
嚴
三
昧
を
提

唱

し
、
更
に
首
甥
嚴
三
昧
を

一
切
事
畢
覧
堅
固
定
な
リ
ビ
義
騨
し

て
ゐ
る
。
而
し
て
此

の
大
乗
渥
繋
経

の
説
は
最
も

78



一
般
的
に
探
用
さ
れ
て
ゐ
る
首
携
嚴
三
昧

の
註
繹

に
し

て
、
後
世
首

樗
嚴
定
を
所
依
の
灘
定

ご
な
す
大
佛
頂
首
樗
嚴

経

の
註
解

に
當

つ
て
、
支
那

の
大
部
分
の
學
者
は
此

の
大
経
の
義
繹
を
用

ふ
る
の
で
あ
つ
て
、
智
度
論
を
ゆ
心

ε
す

る
健
相
分
別
正
定

の
義
は
殆
ん
ど
用

ひ
て
ゐ
な

い
、
醤

へ
ば
、
大
佛
頂
首
樗
嚴
経
玄
義

の
著
者
明

の
智
旭
は
大
智
度

論

の
説
を
掲
げ
之
を
取
ら
ざ

る
旨
を
述

べ
、
大
経

に
依

つ
て
首
樗
嚴
を

一
切
事
畢
覧
堅
固
ε
解

し
、
更

に
之
を
註
解

し
て
、

言
三

切
事
一者
。
所
謂
五
陰
六
入
十

二
庭
十
八
界
及
七
大
也
。
言
昌畢
覧
堅
固
"者
。
所
謂
皆

非

一因

縁
一非
昌自

然
翻非
昌

和
合
一非
鱒不
和
合
一本
如
來
藏
常
佳
妙
明
不
動
周
圓
眞
如
性
。
皆
悉
清
浮
本
然
周
出偏
法
界
一也
。

(巷
上
、
三
+
一
丁
)

ざ
説
き
、
畢
寛

の
義

に
就

い
て
は
更
に
十
義

を
上
げ
て
廣
く
繹
し

て
ゐ
る
が
、
(註
一
)
之
本
よ
り
大
佛
頂
首
樗
嚴
経

に

於
け
る
場
合

の
註
繹

で
あ
る
か
ら
、
大
佛
頂
首
樗
嚴
経
の
敷
義

(
第

一
霧
よ
り
第
四
窓
迄
)
を
以

て
し
陀
る
も
の
で
あ

る
が
、
兎
も
角

一
切
事

ご
は
三
界

の
森
羅
萬
象

の
こ
ご
こ
ご
く
で
あ
る
こ
ご
を
意
昧
し
、
か
、
る
現
象

の

一
切
諸
法

は
因
縁
假
和
合
で
も
な
く
、
自
然
で
も
な
ー
、
本
來
清
浮
妙
圓
な
る
如
來
藏

の
顯
現
で
あ
る
か
ら
法
界
に
偏
満
し
て

ゐ
る
ご
、
首
携
嚴
定
即
如
來
藏

ε
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
が
、
首
樗
嚴
三
昧
の
禮
性
其
自
に
何
等

の
愛

り
は
な

い
筈

で
あ
る
か
ら
、
只
其

の
敷
義

の
見
方
の
異

に
依

つ
て
種

身
な
る
名
稽

が
付
け
ら
れ

る
に
過
ぎ
な

い
も
の

ざ

思

は

れ

る
o以

上
の
諸
説
に
依

つ
て
、
首
娚
嚴
三
昧
が
如
何
な
る
意
味
を
持

つ
三
昧
な

る
か
、

ほ

"
明
ら
か
に
な

つ
π

巴
思
は

首
携
嚴
三
昧
の
研
究
(
一
)

(=二
)
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首
携
巌
三
昧
の
研
究
(
一
)

(三
二
)

れ
る
。
郎
ち
首
樗
嚴
三
昧
は
大
乗
三
昧
中
の
王
三
昧

に
し
て
、
般
若

に
基
き
其

の
内
容
を
塞

ど
し
、
此
の
三
昧

の
登

得
は
佛
身

の
成
就
で
あ
る
。
從

っ
て
菩
薩
道

に
於
け
る
最
後
地
帥
ち
十
地
法
雲
地
を
肩
錨
す

る
三
昧

で
あ
り
、
菩
薩

の
化
他
の
因

つ
て
以

て
生
す
る
本
擦

で
あ
る
。
此

の
意
味

に
於
て
首
榜
嚴
三
昧
は
大
浬
繋

ご
解

さ
れ
、
佛
性

ざ
解

さ

れ
、
般
若
波
羅
密

ご
解

さ
れ
、
如
來
藏

ご
解

さ
れ

る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
三
昧

の
特
相
は
佛
身
を
成
就

せ
し
む

る
こ
ご
、
換
言
す

る
な
ら
、
見
性
成
佛
す

る
二
ε
に
あ
る
。
故
に
大
佛
頂
首
樗
嚴
経
は
此

の
三
昧
を
所
依
の
輝
定
こ

な
ご
、

阿
難

に
佛
身
を
成
就

せ
し
む

る
こ
ご
を
敷

ふ
る
に
此

の

三
昧
を
も

つ
て
し
、
「
十
方

の
如
來

一
門

よ
り

超
出

す

る
妙
荘
嚴

の
路
な
り
」

ビ
説
き
、
其

の
窓
第
六
は
「
佛
母
眞
三
昧
」
な
り

ど
し
、
此

の
三
昧

の
佛
性
三
昧
な
る
こ
ε

を
明
ら
か
に
し

て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。
(未
完
)

駐
一

畢
寛
の
十
義
と
は
、
畢
・寛
理
。
畢
寛
道
。
畢
覚
誓
願
。
畢
・寛
用
。
畢
覚
蕪
嚴
。
畢
・寛
確
實
。
畢
寛
智
断
。
畢
党
利
盆
。
畢
寛
偏
知
。
畢
党
無

佳
。
で
あ
る
が
、
詳
細
は
玄
義
に
就
い
て
看
よ
。

80


